
五
世
紀
後
半
代
か
ら
六
世
紀
前
半
代

に
お
け
る
須
恵
器
生
産

の
拡
大

植

野

浩

三

 

は

じ

め

に

古
墳
時
代
中
期
前
半
代
に
須
恵
器
生
産

の
技
術
が
も
た
ら
さ
れ
、
操
業
が
開
始

し
て
以
降
、
須
恵
器
は
各
地
で
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
筆
者
は
、
と
り
わ

　
ユ

　

け
初
期
須
恵
器
段
階
の
生
産
の
あ
り
方
を
整
理
し
て
、
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
概
要
は
、
初
出
期
が
T
G
二
三
二
型
式
の
段
階

で
あ
り
、
渡
来
型
と
し
て
認

識
で
き
る
。
そ
の
後
、
陶
邑
窯
等
で

一
旦
定
着
し
た
後
、
次
に
波
及
し
て
各
地
で

生
産
を
開
始
す
る
。
特
に
、
陶
邑
窯
か
ら
地
方
に
最
初

に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、

O
N
四
六
段
階

で
あ
り
、
国
内
波
及
型
と

し
て
捉
え
ら
れ
、
地
方
窯
の
第

一
の
拡

散
と
し
た
。
続
く
T
K
二
三
型
式
段
階
に
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
地
方
窯
が
成
立
す

る
た
め
、

こ
れ
を
第
二
の
拡
散
と
し
て
捉

え
た
。

こ
う
し
た
拡
散
は
偶
然
で
は
な

く
、
政
治
的
な
諸
関
係
の
中
で
波
及
が
行

わ
れ
、
当
時

の
政
治
的
秩
序
を
構
成
す

　
　

　

る
面
に
お
い
て
も

一
つ
の
手
段
と
し
て
利

用
さ
れ
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
稿
で
は
初
期
須
恵
器
窯
の
開
始
と
展
開
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
た

め
、
第
二
の
拡
散
期
と
し
て
捉
え
た
T
K
二
三
型
式

・
T
K
四
七
型
式
の
段
階
お

よ
び
そ
の
前
後

の
窯
跡

に
つ
い
て
は
、
模
式
図
を
提
示
し
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て

手
工
業
生
産
と
の
関
係
か
ら
若
干
触
れ
た
の
み
で
、
充
分
な
整
理
を
行

っ
て
い
な

か

っ
旭
。
拡
散
を
検
討
し
て
論
考
す
る
為
に
は
、
当
該
期
の
窯
跡
の
検
討
が
最
低

条
件
と
な
る
の
で
あ
る
。

従

っ
て
こ
こ
で
は
、

こ
う
し
た
第
二
の
拡
散
期
に
該
当
す
る
窯
跡
を
概
観
し
、

そ
の
状
況
を
整
理
し
て
み
る
。
そ
し
て
、
そ
の
成
果
か
ら
須
恵
器
生
産
の
状
況
と

傾
向
に

つ
い
て
ま
と
あ
、
若
干
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

、
第
二
の
拡
散
期
前
後
の
窯
跡

日
本
各
地

に
お
け
る
当
該
期
の
窯
跡
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
参
考
資
料
と
し

て
初
期
須
恵
器
段
階

の
窯
跡
と
、
若
干
時
期
の
下
る
窯
跡
も
含
め
て
い
る
。
以
下
、

地
域
ご
と
に
各
窯
跡

の
位
置
や
出
土
資
料
の
概
要
を
記
す
。
尚
、
こ
こ
で
は
併
行

関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
陶
邑
窯
で
の
型
式
名
を
用
い
る
。
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ω
九
州
地
方

九
州
地
方
に
は
、
四
ヶ
所

の
窯
跡
が
所
在
す
る
。
福
岡

・
佐
賀
県
に
お
い
て
確

認
さ
れ
て
お
り
、
T
K
二
三
型
式
か
ら
以
後
の
も
の
が
存
在
す
る
。

神
籠
池
窯
跡

佐
賀
市
久
保
泉
町
に
所
在
す
る
。
神
籠
池
内

に
あ
る
た
め
発

掘
調
査
は
さ
れ
て
い
な
い
。
採
集
遺
物
と

し
て
、
蓋
杯

・
無
蓋
高
杯

.
高
杯
形
器

台
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
各
部
に
鋭
さ
を
残

し
て
お
り
、
T
K
二
三
型
式
か
ら
始
ま

る
も

の
と
、
後
続
し
て
操
業
さ
れ
る
も
の
の
二
者

に
分
か
れ
る
。

小
隈
窯
跡

福
岡
県
朝
倉
郡
夜
須
町
下
高
場

に
所
在
す
る
。
現
在
∴
基
の
窯

が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
初
出
期

の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
周
辺
の

採
集
資
料
の
中
に
は
T
K
二
三
か
ら
四
七

型
式
併
行
段
階
の
も
の
を
含
む
た
め
、

継
続
し
て
営
ま
れ
た
可
能
性
も
あ
る
た
め
記
し
て
お
く
。

山
隈
窯
跡

福
岡
県
朝
倉
郡
三
輪
町
ゴ
、並
に
所
在
す
る
。
小
隈
窯
跡
と
同
様

に
初
出
期
の
窯
が
四
基
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
出
土

・
採
集
遺
物
の
中
に
T
K
二

三
型
式
併
行
期
ま
で
下
る
遺
物
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
営
ま
れ
た
可

能
性
が
あ
る
た
め
記
し
て
お
く
。

新
開
窯
跡

福
岡
県
西
区
今
宿
新
開

に
所
在
す
る
。
第

一
の
拡
散
期

(O
N

四
六
段
階
)

に
相
当
す
る
遺
物
群
と
、
や
や
下

っ
て
T
K
一
ゴ
ニ
型
式
併
行
期

の
も

の
と
、
そ
れ
以
降
の
T
K
四
七
型
式

・
M
T

一
五
型
式
併
行
期
の
も
の
が
存
在
し
、

継
続
し
て
操
業
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
各
期
の
遺
物
は
蓋
杯
が
量
的
に
多
い
が
、

そ
の
他
、
高
杯

・
器
台

・
醜

・
直
口
壺

・
甕

・
焼
台
等
が
あ
る
。

重
留
窯
跡

福
岡
市
早
良
区
重
留
に
所
在
す
る
。
蓋
杯

・
高
杯

.
腿

.
器
台

が
出
土
し
て
お
り
、
比
較
的
口
径

の
小
さ
い
蓋
杯
は
、
明
確
な
段
を
有
し
、
T
K

四
七
型
式
の
名
残
り
を
も

つ
が
、
蓋
杯
の
端
部
や
長
脚

一
段
透
し
の
高
杯
は
新
傾

向
を
示
し
て
い
お
り
、
M
T

一
五
型
式
併
行
期
と
判
断
で
き
る
。

稲
元
日
焼
原
窯
跡

福
岡
県
宗
像
市
稲
元
に
所
在
す
る
。
周
辺
に
は
多
数
の

窯
跡
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
内
の
四
基
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。

一
号
窯
の
遺
物
は
、

T
K
四
七
型
式
併
行
期

の
も
の
が
主
体
で
あ
り
、
蓋
杯

・
高
杯

・
甕
が
存
在
す
る
。

そ
の
後
、
四

・
、二
・
二
号
窯

へ
と
続
い
て
操
業
さ
れ
て
お
り
、
M
T

一
五
か
ら
T

K

一
〇
型
式
併
行
段
階

に
該
当
す
る
。

そ
の
他
の
窯
跡

ほ
ぼ
T
K

一
〇
型
式
併
行
期

に
開
始
す
る
窯
跡

に
つ
い
て

触
れ
て
お
く
。
福
岡
県
牛
頸
窯
跡
群
は
、
六
世
紀
代
か
ら
九
世
紀
初
頭
ま
で
の
問

に
三
〇
〇
基
以
上

の
窯
が
築
か
れ
て
お
り
、
九
州

一
の
規
模
を
誇
る
。
当
群
内

の

野
添
六
口75
窯
跡
を
始
ま
り
と
し
、
以
降
継
続
す
る
。
八
女
窯
跡
群
は

一
〇
基
以
上

の
窯
跡
が
知
ら
れ
、
中
尾
谷

一
～
三
号
窯
が
当
該
期
の
可
能
性
を
示
し
、
以
後
継

続
す
る
。
福
岡
県
裏
ノ
田
窯
跡
も
新
段
階
の
当
該
期
の
可
能
性
を
も

つ
言
う
。

ω
中
国

・
四
国
地
方

中

・
四
国
地
方
で
は
、
当
該
期

の
窯
跡
は
山
陰
地
方
を
除
い
て
不
明
な
部
分
が

多
い
。
逆
に
山
陰
地
方
で
は
、
採
集
資
料
を
含
め
て
六

ヶ
所
に
お
い
て
確
認
さ
れ

て
お
り
、
貴
重
な
資
料
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

戸
瀬
池
窯
跡

岡
山
県
和
気
郡
佐
伯
町
矢
田
部
に
所
在
す
る
。
M
T

一
五
型

式
併
行
期
と
や
や
新
し
い
時
期
の
窯
跡
で
あ
る
。
岡
山
県
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
、

初
出
期
の
奥

ヶ
谷
窯
跡

に
次
ぐ
古
段
階
の
窯
跡
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
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資
料
に
は
、
蓋
杯

・
甕
が
存
在
す
る
。
続

く
型
式

で
は
、
邑
久
郡
長
船
町
木
鍋
山

一
号
窯
跡
の

一
基
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
参
考

の
た
め
に
触
れ
て
お
く
。

日
脚

一
号
窯
跡

島
根
県
浜
田
市
日
脚
町
に
所
在
す
る
。
発
掘
調
査
に
よ
り
、

蓋
杯

・
高
杯

・
甕

・
魏

・
直
口
壺
等
が
出
土
し
て
い
る
。
出
土
資
料
に
は
肥
厚
す

る
も
の
が
多
い
が
、
精
巧
な
も
の
も
若
干
含
ま
れ
、
お
お
む
ね
T
K
四
七
型
式
併

行
期
と
判
断
で
き
る
。

深
谷
窯
跡

島
根
県
平
田
市
本
庄
町

に
所
在
す
る
。
や
や
新
し
い
が
、
参
考

の
た
め
に
掲
載
す
る
。
出
土
資
料
は
M
T

一
五
型
式
に
該
当
す
る
。

大
井
窯
跡
群

島
根
県
松
江
市
大
井

町
に
所
在
す
る
。
大
き
く
九
地
区
に
分

か
れ
て
窯
跡
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
廻
谷
窯

跡

・
寺
尾
窯
跡
に
お
い
て
や
や
古
相
の

須
恵
器
が
採
集
さ
れ
て
い
る
た
あ
、
操
業

が
こ
の
時
期
か
ら
始
ま

っ
た
と
さ
れ
る
。

T
K
四
七
型
式
で
も
新
段
階
併
行
期
と
判

断
で
き
る
。
以
後
、
岩
汐
支
群
に
お
い

て
T
K

一
〇
型
式
の
窯
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

門
生
窯
跡
群

島
根
県
安
来
市
門
生

・
高
畑
に
所
在
す
る
。
尾
根
を
隔
て
て

高
畑
地
区
と
黒
谷

・
山
根
地
区
に
分
か
れ

て
、
二
基
以
上
存
在
す
る
。
山
根

一
号

窯
は
近
年
発
掘
さ
れ
、
良
好
な
資
料
を
含
む
。
こ
の
中
に
は
T
K
二
一二
型
式
の
特

徴
を
備
え
る
も
の
が
含
ま
れ
が
、
全
体
的

に
T
K
四
七
型
式
併
行
期
の
も
の
が
多

い
。
高
畑
地
区
は
採
集
資
料

で
は
あ
る
が
、
T
K
四
七
型
式
併
行
期
の
も
の
が
あ

る
。
山
根
地
区
か
ら
高
畑
地
区

へ
の
窯
跡

の
移
動
が
考
え
ら
れ
る
。

埴
見
窯
跡

鳥
取
県
東
伯
郡
東
郷
町
埴
見
に
所
在
す
る
。
蓋
杯

・
無
蓋
高
杯

・

腿
が
採
集
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
期

の
窯
跡

の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
少
量
の

た
あ
全
体
的
な
把
握
は
難
し
い
部
分
は
あ
る
が
、
T
K
四
七
型
式
併
行
段
階
と
考

え
ら
れ
、
そ
の
後

の
時
期
の
窯
も
あ
る
。

七
谷
窯
跡

鳥
取
市
久
末
に
所
在
す
る
。
発
掘
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、

T
K
四
七
型
式
併
行
段
階
と
考
え
ら
れ
る
須
恵
器
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
五
～
六

基
の
窯
跡
群

の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
当
該
期
の
遺
物
の
他
は
、
六
世
紀
後

半
代
の
も
の
で
あ
る
言
う
。
ま
た
、
近
隣
に
は
六
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
代
の
中
谷

窯
跡
、
六
世
紀
後
半
代
の
越
路
窯
跡
が
所
在
す
る
。

そ
の
他

の
窯
跡

四
国
地
方
で
は
香
川
県
三
郎
池
西
岸
窯
跡
と
宮
山

一
号
窯

跡
が
初
期
須
恵
器
の
段
階
の
窯
と
し
て
存
在
す
る
が
、
以
降
は
六
世
紀
後
半
代
ま

で
不
明
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
香
川
県
中
多
度
郡
多
度
津
町
白
方
所
在
の
、
黒
藤
窯

跡
が
六
世
紀
中
頃
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

㈹
近
畿
地
方

近
畿
地
方
に
は
多
数
の
窯
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
府
陶
邑
窯

・
千
里
窯

を
最
大
と
し
て
、
兵
庫
県
で
六

ヶ
所
、
京
都
府

・
和
歌
山
県
の
各
地
で
多
く
の
窯

が
成
立
し
て
お
り
、
総
数

一
〇

ヶ
所
に
お
よ
ぶ
。

那
波
野
丸
山
窯
跡
群

兵
庫
県
相
生
市
那
波
野
に
所
在
す
る
。
周
辺
地
域
に

は
平
安
時
代
ま
で
の
窯
跡
が
約

一
三
〇
基
あ
ま
り
存
在
し
、
相
生
窯
跡
群
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
那
波
野
丸
山
に
は
七
基
以
上

の
窯
が
存
在
し
て
い
た
。
那
波
野
丸
山

三
号
窯
跡
が
最
古
で
あ
り
、
T
K
四
七
型
式
併
行
期
と
考
え
ら
れ
、
続
い
て
二
号

窯
、

一
・
四
号
窯
跡
が
築
か
れ
る

(M
T

一
五
～
T
K

一
〇
型
式
)
。

金

ケ
崎
窯
跡

兵
庫
県
明
石
市
魚
住
町
に
所
在
す
る
。
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
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て
い
る
。
出
土
須
恵
器
に
は
、
蓋
杯

・
高
杯

・
醜

・
器
台

・
甕

・
椀

・
提
瓶
等
が

あ
り
、
M
T

一
五
型
式
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
角
杯
形
須
恵
器
が
出
土

し
て
い
る
。
付
近
に
は
や
や
下
る
窯
跡
が
数
基
存
在
し
、
さ
ら
に
古
代
に
か
け
て

は
高
丘
窯
跡

(
二

一
基
)
と
魚
住
窯
跡

(
四

一
基
)
が
操
業
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

三
田
末
郡
塚
窯
跡
群

兵
庫
県
三
田
市
末
野
に
か
け
て
所
在
す
る
。
周
辺
で

は

一
六
基
以
上
の
窯
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
郡
塚

一
号
窯
跡
は
、
発
掘
調
査
に

よ
り
蓋
杯

・
高
杯

・
甕

・
器
台

・
鬼
等
が
出
土
し
、
T
K
二
一二
型
式
に
属
す
る
。

そ
の
後
、
六
世
紀
末
以
降
に
周
辺
で
操
業

が
行
わ
れ
る
。

猫
谷
窯
跡

兵
庫
県
多
紀
郡
丹
南
町

一
印
谷
に
所
在
す
る
。
窯
体
は
調
査
さ

れ
て
い
な
い
が
、
周
辺
部

の
調
査

に
よ

っ
て
窯
の
存
在
が
濃
厚
に
な

っ
た
。
須
恵

器
に
は
蓋
杯

・
高
杯

・
醜
等
が
あ
り
、
ほ
ぼ
T
K
四
七
型
式
に
比
定
で
る
が
、
や

や
古
相
の
も
の
も
若
干
含
ま
れ
る
。

鬼
神
谷
窯
跡

兵
庫
県
城
崎
郡
竹
野
町
鬼
神
谷
に
所
在
す
る
。
三
基
の
窯
跡

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

一
号
窯
床
面
資
料
が
M
T

一
五
型
式
に
比
定
で
き
る
が
、

周
辺
部
か
ら
T
K
四
七
型
式
の
資
料
が
出
⊥
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
が
操
業
の
開

始
期
に
あ
て
は
ま
り
、
短
期
間
で
あ
る
が
多
少
継
続
し
て
操
業
さ
れ
て
い
る
。

中
尾
窯
跡

兵
庫
県
養
父
郡
関
宮
町
三
宅
に
所
在
す
る
。
蓋
杯

・
甕
が
採
集

さ
れ
て
お
り
、
M
T

一
五
型
式
に
該
当
す

る
。

千
里
古
窯
跡
群

大
阪
府
吹
田
市
か
ら
豊
中
市
の
千
里
丘
陵

一
帯
に
所
在
す

る
。
千
里
窯
跡
群
は
、
大
き
く
東
方
の
吹
田
窯
跡
群
と
西
方
の
桜
井
谷
窯
跡
群

に

大
別

で
き
る
。
吹
田
窯
跡
群
で
は
、
初
出
期
T
G
三
二
三
型
式
段
階
の
吹
田
三
二

号
窯
跡
や
、
T
K
七
三
型
式
段
階
の
吹
田
五
四
号
窯
跡
が
存
在
す
る
た
め
、
初
期

の
段
階
か
ら
継
続
し
て
操
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
桜
井
谷
窯
跡
群
で
は
、

T
K
二
〇
八
型
式
の
段
階
に
ニ
ー
二

(下
地
蔵

ヶ
岡
)
窯
跡
が
、
T
K
二
三
型
式

の
段
階

に
二
i

一
六

(羽
鷹
池
東
畔
)
窯
跡
が
成
立
し
、
以
降
、
継
続
し
て
操
業

が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
吹
田
窯
跡
群
で
は
、
五
四
号
窯
跡
の
後
、
し
ば
ら
く
間

隔
が
あ
く
が
、
T
K
四
七
型
式
頃
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
以
後
、
桜
井

谷
窯
跡
群
か
ら
吹
田
窯
跡
群

へ
と
操
業
の
中
心
が
移

っ
て
い
く
と
さ
れ
る
。

陶
邑
古
窯
跡
群

大
阪
府
堺
市
を
中
心
と
す
る
泉
北
丘
陵
か
ら
周
辺
地
域
の

広
大
な
範
囲
に
所
在
す
る
。
古
代
に
は
い
る
と
窯
の
数
は
減
少
し
て
い
く
が
、
総

数

一
五
〇
〇
基
と
も
言
わ
れ
る
窯
が
存
在
す
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
に
お

け
る
中
心
的
な
窯
跡
群
で
あ
り
、
初
出
期
の
大
庭
寺
遺
跡

(T
G
二
三

一
・
一
ゴ
ニ

ニ
号
窯
跡
)
か
ら
始
ま
り
、
以
降
生
産
を
増
大
し
な
が
ら
継
続
し
て
操
業
が
行
わ

れ
る
、
日
本
の
中
心
的
な
窯
業
地
帯

で
あ
る
。

沙
羅
谷
窯
跡

和
歌
山
県
和
歌
山
市
吉
礼
に
所
在
す
る
。
五
基
以
上
の
窯
跡

が
存
在
す
る
と
言
わ
れ
、
五
l
H
号
窯
で
は
埴
輪
も
併
焼
さ
れ
、
六
世
紀
初
頭
か

ら
前
半
代
に
属
す
る
と
い
う
。
そ
の
他
の
窯
は
、
六
世
紀
後
半
代
と
八
～
九
世
紀

の
時
期
で
あ
る
。
尚
、
当
地

で
採
集
さ
れ
た
遺
物
に
は
、
初
期
須
恵
器
段
階
の
も

の
が
あ
り
、
操
業
の
開
始
は
さ
ら
に
遡
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

園
部
窯
跡
群

京
都
府
船
井
郡
園
部
町
に
所
在
し
、
三
〇
基
を
越
え
る
窯
跡

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
大
向

一
号
窯
跡
が
最
古
の
窯
と
さ
れ
、
有
蓋
高

杯
と
蓋
が
採
集
さ
れ
、
T
K
四
七
型
式
に
比
定

で
き
る
。
ま
た
、
同
時
ま
た
は
そ
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の
直
後

に
成
立
し
た
窯
に
、
桑
ノ
内
六
号
窯
が
あ
り
、
続

い
て
大
向
二
号
窯
跡
が

あ
る
。
そ
の
後
、
生
産
が
継
続
す
る
よ
う

で
あ
る
。

泉
窯
跡

滋
賀
県
甲
賀
郡
水
口
町
泉

に
所
在
す
る
。
採
集
さ
れ
た
遺
物
に
は

複
数
時
期

の
も
の
が
あ
る
た
め
、
複
数
の
窯
体
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

蓋
杯

・
高
杯

・
器
台

・
甕

・
短
頸
壺
が
あ

り
、
T
K
二
一二
型
式

の
特
徴
を
も

つ
も

の
が
あ
る
。
現
在

の
段
階
で
滋
賀
県
最
古

の
窯

で
あ
る
。

鏡
山
窯
跡
群

滋
賀
県
蒲
生
郡
竜
王
町
か
ら
野
洲
郡
野
洲
町
に
ま
た
が
る
窯

跡
群
で
あ
る
。

=

支
群

に
分
か
れ
、

一
〇
〇
基
に
お
よ
ぶ
窯
が
存
在
す
る
。
若

干
新
し
い
が
、
入
町
支
群
と
山
面
支
群
に
お
い
て
M
T

一
五
型
式

の
須
恵
器
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
当
窯
跡
群
は
、
さ
ら
に
遡
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

働
東
海
地
方

東
海
地
方
で
は
、
三
重
県
か
ら
愛
知
県
さ
ら
に
静
岡
県
の
西
部

に
か
け
て
、
連

続
し
て
多
数
の
窯
跡
が
存
在
す
る
。
特
に
東
山
窯
跡
群
と
そ
の
周
辺
は
、
初
期
の

段
階
か
ら
操
業
さ
れ
て
お
り
、
以
降
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。

久
居
窯
跡
群

三
重
県
久
居
市
藤

ヶ
丘
に
所
在
す
る
。
四
基
の
窯
が
存
在
し
、

ほ
ぼ
同
時
に
操
業
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
良
好
な
出
土
遺
物
は
二

・
四
号
窯
跡

の
も
の
が
あ
り
、
T
K
;

二
型
式
と
判
断

で
き
、
陶
邑
窯
の
須
恵
器
の
特
徴
を
有

し
て
い
る
。
埴
輪
を
併
焼
し
て
い
る
。

藤
谷
窯
跡

三
重
県
津
市
垂
水

に
所
在
す
る
。
久
居
窯
跡
の
近
隣
に
位
置
し
、

周
辺
は
多
数
の
窯
が
築
か
れ
て
い
た
。

一
九
七
五
年
に
二
基
の
窯
跡
が
調
査
さ
れ

て
い
る
。
少
量
の
須
恵
器
と
埴
輪
が
出
土
し
て
お
り
、
須
恵
器
は
T
K
四
七
型
式

に
な
る
。
さ
ら
に

一
九
八

一
年
、
埴
輪
窯
が
確
認
さ
れ
た
。

内
多
窯
跡
群

三
重
県
安
濃
郡
安
濃
町
内
多
に
所
在
す
る
。

一
九
三
九
年
頃

に
発
見
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
三
基
の
窯
が
存
在
し
た
。
埴
輪
も
同
時
に
採
集
さ

れ
て
い
る
。
現
在
確
認
で
き
る
須
恵
器
は
蓋
杯
の
み
で
あ
る
が
、
蓋
杯
は
薄
手
の

も
の
で
、
T
K
四
七
型
式
に
比
定
で
き
る
。

徳
居
窯
跡

三
重
県
鈴
鹿
市
南
方
か
ら
安
芸
郡
河
芸
町
に
か
け
て
所
在
す
る
。

稲
生
窯
跡
の
南
西
に
あ
り
、
四
二
基
が
確
認
で
き
る
と
い
う
。

一
号
窯
が
T
K
四

七
型
式
に
比
定
出
来
そ
う
で
あ
る
。

稲
生
窯
跡

三
重
県
鈴
鹿
市
稲
生
町
に
所
在
す
る
。
四
基
の
窯
跡
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、

一
九
六

一
年
に
二
基
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
出
土
須
恵
器
は
わ
ず
か

の
よ
う
で
あ
り
、
T
K
二
三
型
式
に
比
定
で
き
る
。
埴
輪
を
併
焼
し
て
い
る
。

小
杉
大
谷
窯
跡

三
重
県
四
日
市
市
大
谷
代
に
所
在
す
る
。

一
九
七
三
年
に

発
掘
調
査
さ
れ
、
蓋
杯

・
高
杯

・
鬼

・
短
頸
壺

・
甕
等
が
出
土
し
て
い
る
。
全
体

的
に
肥
厚
す
る
も
の
が
多
く
、
T
K
四
七
型
式
併
行
期
と
考
え
ら
れ
る
。
埴
輪
を

併
焼
し
て
い
る
。
な
お
、
近
接
す
る
場
所
に
六
世
紀
後
半
期
の
西

ヶ
谷
窯
跡
が
あ

り
、
採
集
資
料
と
し
て
小
杉
大
谷
窯
跡
と
同
種
の
須
恵
器
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

西

ヶ
谷
窯
跡
が
こ
の
期
に
操
業
し
た
か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
。

東
山
窯
跡
群

愛
知
県
名
古
屋
市
昭
和
区
に
か
け
て
所
在
す
る
。
東
山
窯
跡

群
を
含
あ
た
東
西

・
南
北
約
二
〇
㎞
四
方
の
範
囲
に
窯
跡
群
が
群
集
し
、
広
く
猿

投
山
西
南
麓
古
窯
跡
群

(猿
投
窯
)
と
総
称
さ
れ
る
日
本
で
も
有
数
の
窯
業
地
帯

で
あ
る
。
須
恵
器

・
灰
粕
陶
器
の
窯
は
約
五
〇
〇
基
、
平
安
時
代
末
か
ら
の
山
茶
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碗
の
窯
も
約
五
〇
〇
基
存
在
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、
占
墳
時
代
の
窯
跡
は
東
山

地
区

(東
山
窯
跡
群
)

に
限
定
で
き
る
様

で
あ
る
。

東
山
窯
跡
群

で
は
、
T
K
.
。
一
六
型
式

の
最
終
段
階
併
行
期
と
考
え
ら
れ
る
東

山

一
一
一
号
窯
跡
や
、
O
N
四
六
段
階
併
行
期
の
東
山
四
八

(二

一
八
l
I
)
窯

跡
が
既
に
存
在
し
、
そ
の
延
長
線
上
で
継
続
し
て
操
業
が
行
わ
れ
る
。
T
K
二
〇

八
型
式
併
行

の
段
階
の
窯
は
未
確
認
だ
が
、
T
K
二
三
型
式
併
行
期
の
窯
に
は
東

山

一
一
号
窯
跡
等
が
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
M
T

一
五
型
式
併
行
期
の
窯
と
し
て
は
、

東
山

一
〇
号
窯
の
他
、
八
基
確
認

で
き
る
と
い
い
、
以
降
未
確
認
の
段
階
も
あ
る

が
、
継
続
し
て
操
業
さ
れ
て
お
り
、
埴
輪

も
併
焼
さ
れ
て
い
る
。

ド
原
窯
跡
群

愛
知
県
春
日
井
市
下

原
に
所
在
す
る
。
七
基
の
窯
が
狭
い
範

囲
に
存
在
し
て
お
り
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
、
公
園
と
し
て
整
備
も
進
ん
で
い

る
。
出
L
資
料
は
蓋
杯

・
高
杯

・
腿

・
壺

・
甕

・
甑
等
で
あ
る
。
高
杯
の
長
脚
化

や
蓋
杯
の
形
態

・
端
部

の
退
化
か
ら
、
M
T

一
五
型
式
併
行
期
と
考
え
ら
れ
る
。

埴
輪
も
併
焼
さ
れ
て
い
る
。

卓

ケ
洞
窯
跡
群

愛
知
県
尾
張
旭
市
卓

ケ
洞
か
ら
霞

ヶ
丘
町
に
所
在
す
る
。

六
基
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
二

・
三

・
四
号
窯
は
古
代
に
F
る
時

期
で
あ
る
が
、

一
・
五
号
窯
は
M
T

一
五
型
式
併
行
期
と
し
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

蓋
杯

・
高
杯

・
腿

・
器
台
等
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、

一
号
窯
跡
か
ら
は
埴
輪
が
出

L
し
て
い
る
。
尚
、
当
窯
跡
の
東
約
、
」㎞
の
地
点
に
は
、
O
N
四
六
段
階
の
窯
で

あ
る
城
山
、
∵

三
号
窯
が
所
在
し
て
お
り
、
や
や
断
続

の
感
が
あ
る
が
、
こ
の
地

域

で
継
続
し
て
操
業
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

前
山
窯
跡

愛
知
県
常
滑
市
金
山
に
所
在
す
る
。
遺
構
は
不
明
で
あ
る
が
、

窯
跡
出
十
と
す
る
須
恵
器
の
蓋
杯

・
甕
が
少
量
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
蓋
杯
は
丸
み

が
余
り
な
く
、
口
縁
端
部
も
や
や
鈍
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
が
、
相
対
的
に
T
K

二
三
型
式
併
行
期
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

上
向
イ
田
窯
跡
群

愛
知
県
豊
出
市
亀
首
に
所
在
す
る
。
七
基
の
窯
跡
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
古
く
に
二
基
の
窯
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
。
三

・
四
号
窯
か

ら
は
須
恵
器
の
他
、
埴
輪
も
出
土
し
て
お
り
、
併
焼
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
須
恵

器
は
、
M
T

一
五
型
式
併
行
期
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
窯
は
、
断
続
的
に
七

世
紀
前
半
代
ま
で
操
業
さ
れ
て
い
る
。

水
神
窯
跡

愛
知
県
豊
橋
市
牟
呂
町
に
所
在
す
る
。
三
基
か
ら
構
成
さ
れ
、

埴
輪
も
併
焼
さ
れ
て
い
る
。
出
土
須
恵
器
に
は
、
蓋
杯

・
高
杯

・
鴎

・
甕

・
器
台

等
が
あ
り
、
端
部
の
仕
上
げ
は
鈍
く
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
T
K
四
七
型

式
併
行
期
と
考
え
ら
れ
る
。

湖
西
窯
跡
群

静
岡
県
湖
西
市
か
ら
浜
名
郡
新
居
町
、
さ
ら
に
は
愛
知
県
豊

橋
市
に
か
け
て
の
浜
名
湖
西
岸

の
丘
陵

の
南
北
八
㎞
、
東
西
九
㎞
の
範
囲
に
五
世

紀
代
か
ら
八
世
紀
代

の
窯
跡
が

一
九
八
基
確
認
さ
れ
て
お
り
、
総
称
し
て
湖
西
窯

跡
群
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
明
通
り
窯
跡
は
、
静
岡
県
湖
西
市

一
の
宮

に
所
在
し
、
古
く
に
造
成

さ
れ
て
失
わ
れ
た
が
、
そ
の
折
り
に
窯
壁
と
と
も
に
須
恵
器
蓋
杯

・
埴
輪
が
採
集

さ
れ
て
い
る
。
蓋
杯
は
薄
手
の
も
の
で
、
稜
や
口
縁
端
部
も
丁
寧

に
面
を
も
た
せ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
T
K
二
三
型
式
に
比
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
近
隣
す
る

一
ノ
宮
峠
場
第

一
地
点
1

・
H
号
窯
跡

で
は
、
M
T

一
五
型

式
併
行
期
と
考
え
ら
れ
る
蓋
杯

・
高
杯

・
器
台

・
甕
と
と
も
に
埴
輪
が
出
土
し
て

お
り
、
さ
ら
に
東
笠
子
第
二
五
地
点
皿
号
窯
跡
も
こ
の
期
に
属
す
る
こ
と
が
言
わ

れ
て
お
り
、
周
辺
地
域

で
継
続
し
て
操
業
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
も
た
れ
る
。

有
玉
窯
跡

静
岡
県
浜
松
市
半
田
町

に
所
在
す
る
。
現
在
は

一
基

の
み
で
あ

る
。
蓋
杯

・
高
杯

・
甕
と
埴
輪
が
出
土
し

て
お
り
、
や
や
下
が

っ
て
T
K

一
〇
型

式
に
比
定
で
き
る
。

安
久
路
窯
跡

静
岡
県
磐
田
市
西
貝
塚
に
所
在
す
る
。

一
基
の
窯
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
蓋
杯

・
甕

・
鉢
形
状
須
恵
器
と
と
も
に
埴
輪
が
出
土
し
て
お
り
、
古

式

の
形
態
を
留
め
る
が
M
T

一
五
型
式

に
比
定
で
き
よ
う
。

衛
門
坂
窯
跡

静
岡
県
袋
井
市
岡
崎

に
所
在
す
る
。
五
基
の
窯
が
存
在
し
、

三

・
四
窯
跡
で
埴
輪
を
併
焼
し
て
い
る
。

三
号
窯
で
は
蓋
杯

・
高
杯

・
甕
等
が
出

上
し
て
お
り
、
M
T

一
五
型
式
併
行
期
と
判
断
で
き
る
。

樹
北
陸
地
方

北
陸
地
方
で
は
長
野
県
を
含
め
て
記
述

す
る
。
合
計
七

ヶ
所
の
窯
跡
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
T
K
四
七
型
式
の
も
の
は
柳

田
ウ
ワ
ノ

一
号
窯
跡
の
み
で
あ
り
、
M

T

一
五
型
式
併
行
期
の
窯
跡
が
多
い
。

興
道
寺
窯
跡

福
井
県
三
方
郡
美
浜

町
興
道
寺
に
所
在
す
る
。
発
掘
調
査

に

よ
り
蓋
杯

・
高
杯

・
提
瓶

・
器
台

・
腿

・
甕

の
他
、
角
杯
形
須
恵
器
お
よ
び
埴
輪

が
出
土
し
て
い
る
。
全
体
的
に
肥
厚
し
て
お
り
、
M
T

一
五
型
式
に
該
当
す
る
。

鎌
谷
窯
跡

福
井
県
坂
井
郡
金
津
町
鎌
谷

に
所
在
す
る
。

一
九
九
〇
年
、
窯

跡
が
確
認
さ
れ
、
遺
物
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
採
集
遺
物
に
は
、
蓋
杯

・
高
杯

・

腿

・
壺

・
甕

・
器
台

・
甑
が
あ
り
、
お
お
む
ね
M
T

一
五
型
式
に
相
当
す
る
が
、

若
干
古
相
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
埴
輪
も
同
時
に
採
集
さ
れ
て
お
り
、

併
焼
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
埴
輪
に
は
、
わ
ず
か
で
あ
る
が
外
面
に
平
行
叩
き

目
文
、
内
面
に
同
心
円
文
を
残
す
も
の
が
あ
る
。

小
松
窯
跡
群

石
川
県
小
松
市
ニ
ツ
梨
町
に
所
在
す
る
。
小
松
窯
跡
群
と
総

称
さ
れ
る
中
に
、
当
該
期
か
ら

一
〇
世
紀
に
か
け
て

一
七
〇
基
を
越
す
窯
跡
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
北
陸
地
方
最
大
の
規
模
を
も

つ
。
ニ
ツ
梨
東
山
四
号
窯
跡
で
は
、

三
次
の
床
面
が
検
出
さ
れ
、

一
次
床
面
か
ら
は
蓋
杯

・
高
杯

・
鉢

・
器
台

・
腿

・

壺

・
甕
等
が
出
上
し
、
蓋
杯
は
や
や
口
径
が
大
き
く
な
り
、
天
井
部

・
底
部
も
平

坦
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
M
T

一
五
型
式
に
比
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
二

∴
二
次

床
面
で
は
、
や
や
遅
れ
て
T
K

一
〇
型
式
の
須
恵
器
が
出
土
し
て
お
り
、
継
続
し

て
操
業
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

羽
咋
窯
跡
群

石
川
県
羽
咋
市
柳
田
町
に
所
在
す
る
。

=
二
基

の
窯
跡
が
確

認
さ
れ
羽
咋
窯
跡
群
と
呼
称
さ
れ
る
。
柳
田
ウ
ワ
ノ

一
号
窯
跡

の
採
集
資
料
の
蓋

杯
に
は
、
天
井
部
が
丸
い
も
の
が
多
く
、
T
K
四
七
型
式

に
比
定

で
き
る
。

鳥
屋
窯
跡
群

石
川
県
鹿
島
郡
鳥
屋
町
深
沢
に
所
在
す
る
。
鳥
屋
窯
跡
群
内

の
深
沢

一
号
窯
跡
の
資
料
は
、
古
く
か
ら
北
陸
地
方
最
古

の
窯
と
し
て
紹
介
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
蓋
杯

・
高
杯

・
壺
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
蓋
は
や
や
大
型
化
の

傾
向
を
認
め
、
端
部
の
段
も
鈍
く
な

っ
て
お
り
、
M
T

一
五
型
式
に
比
定
で
き
る
。

園
カ
ン
デ
窯
跡

富
山
県
氷
見
市
園
に
所
在
す
る
。
窯
跡
周
辺
か
ら
蓋
杯

・
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甕

・
す
り
鉢

・
直

口
壺
が
採
集
さ
れ
て
お
り
、
焼
け
歪
み
や
焼
け
膨
れ
し
た
資
料

も
含
ま
れ
る
。
資
料
に
は
小
型
で
や
や
深

あ
の
杯
も
存
在
す
る
が
、
相
対
的
に
大

型
化

の
傾
向
に
あ
り
、
M
T

一
五
型
式
の
古
相

に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

松

ノ
山
窯
跡

長
野
県
長
野
市
信
更

町
に
所
在
す
る
。
道
路
工
事
に
よ
り
発

見
さ
れ
た
。
採
集
資
料
に
は
、
杯
蓋

・
醜

・
甕

・
短
頸
壺
が
あ
り
、
甕
以
外
は
完

形
品
で
あ
る
。
醜
は
均
整
の
と
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
口
頸
部
の
発
達
が
認
め
ら

れ
、
蓋
も
や
や
平
坦
化
し
て
端
部

の
段
も
鈍
く
な

っ
て
き
て
い
る
た
め
、
M
T

一

五
型
式
の
古
相
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㈲
関
東

・
東
北
地
方

関
東

・
東
北
地
方
で
は
、
現
在
の
と
こ
と
当
該
期
の
窯
と
し
て
確
認
で
き
る
も

の
は
少
な
い
。
埼
玉
県

・
福
島
県
の
二

ヶ
所
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
未
確

認
の
窯
が
多
数
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

桜
山
窯
跡
群

埼
玉
県
東
松
山
市
田
木
に
所
在
す
る
。
当
所

で
は
二
基
の
須

恵
器
窯
跡
と

一
七
基
の
埴
輪
窯
跡
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
須
恵
器
窯
跡
は
六
号
窯

跡
と
八
号
窯
跡
で
あ
る
。
六
号
窯
跡
で
は
、
蓋
杯

・
高
杯

・
提
瓶

・
器
台

.
甕
が

出
土
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
T
K

一
〇
型
式
に
該
当
す
る
。
提
瓶

に
は
波
状
文
、
甕
の

体
部
に
は
螺
旋
状
の
カ
キ
目
を
巡
ら
し
て
い
る
。
八
号
窯
跡
は
六
号
窯
跡
よ
り
後

出
す
る
が
、
T
K

一
〇
形
式
の
範
疇
に
収

ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
型
化
し
た
蓋

杯
や
特
異
な
二
段
透
し
の
高
杯
脚
部
が
出
土
し
て
い
る
。

な
お
、
同
県
で
は
、
児
玉
町
ミ
カ
ド
遺

跡
出
土
の
窯
壁
が
付
着
し
た
須
恵
器

の

存
在
か
ら
、
T
K
二
三
型
式
段
階

の
窯

の
存
在
が
言
わ
れ
て
い
る
。

泉
崎
窯
跡

福
島
県
西
白
河
郡
泉
崎
村
白
石
山
に
所
在
す
る
。

一
九
三
四
年

に
調
査
が
行
わ
れ
、

一
九
八
〇
年
に
な

っ
て
当
窯
跡
の
遺
物
の
可
能
性
が
高
い
と

し
て
紹
介
さ
れ
た
。
紹
介
さ
れ
た
須
恵
器
に
は
蓋
杯

・
有
蓋
高
杯
脚
部

・
甕
片
が

あ
り
、

い
ず
れ
も
端
部
を
鋭
く
仕
上
げ
て
い
る
の
が
目
立

つ
。
報
告
者
は
T
K
二

三
型
式

の
古
相
と
す
る
が
、
さ
ら
に
遡
る
可
能
性
も
考
慮
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
東
北
地
方
で
は
、
O
N
四
六
段
階
に
成
立
し
た
宮
城
県
大
蓮
寺
窯
跡
が

あ
り
、
遅
れ
て
金
山
窯
跡
、
そ
し
て
埴
輪
窯
と
さ
れ
る
富
沢
窯
跡
が
存
在
す
る
こ

と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

一、
第
二
の
拡
散
期

の
窯

の
傾
向

前
章
の
よ
う
に
、
T
K
二
三
型
式
以
降

に
成
立
す
る
窯
は
多
数
存
在
し
て
い
る
。

そ
の

一
覧
表
が
表

一
で
あ
る
。
今
回
提
示
し
た
窯
跡
群

に
は
、
初
期
須
恵
器
段
階

の
も
の
も
含
め
て
い
る
。
特
に
こ
の
中
に
は
、
O
N
四
六
段
階
直
後
の
T
K
二
〇

八
型
式
の
時
期

に
操
業
し
て
い
る
も
の
含
ま
れ
、
第

一
・
こ
の
拡
散
と
多
少
ず
れ

る
た
め
、
ま
ず
こ
の
期
の
窯
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

該
当
す
る
窯

の
内
、
福
岡
県
山
隈
窯
跡
群
は
初
出
段
階
か
ら
当
地
域

に
お
い
て

操
業
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
同
様
な
こ
と
は
、
愛
知
県
城
山
窯
跡
群

に
お

い
て
も
い
え
、
近
隣
に
東
山
窯
跡
群
が
存
在
し
、
そ
の
影
響
化
で
成
立
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
宮
城
県
金
山
窯
跡
に
お
い
て
も
、
前
段
階
に
大
蓮
寺
窯
跡
が
存
在
し

て
お
り
、
同
様
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
従

っ
て
、
T
K
二
〇
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八
型
式
の
段
階
で
操
業
し
て
い
る
も
の
は
、
以
後
の
経
過
は
別
に
し
て
、
前
段
階

に
お
い
て
周
辺
部
に
そ
の
祖
形
と
も
言
う
べ
き
窯
が
存
在
し
、
そ
の
影
響
あ
る
い

は
継
承
の
も
と
で
成
立
し
た
、
言
う
な
れ
ば
継
続
的
な
窯

で
あ
る
。
当
然
、
陶
邑

窯
跡
群
や
千
里
窯
跡
群
、
そ
し
て
可
能
性
と
し
て
東
山
窯
跡
群
は
、
初
出
段
階
か

ら
継
続
し
て
操
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
以
後
も
継
続
す
る
。
T
K
二
〇
八
型
式
段

階

の
窯

の
操
業
は
、
以
上
の
通
り
で
あ
り
、
こ
の
段
階
の
窯
は
単
発
的
に
発
生
し

た
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

次

に
各
地

に
窯
が
成
立
す
る
の
は
、
本
稿
で
述
べ
て
い
る
T
K
二
三
型
式
の
段

階

で
あ
る
。

こ
の
期
に
は
、
北
部
九
州
や
山
陰
を
中
心
と
す
る
中
国
地
方
、
東
海

地
方
そ
し
て
東
北
地
方
で
確
認
さ
れ
て
お

り
、
総
数

=
二
ヶ
所
に
な
る
。
現
状
で

は
、
前
段
階
か
ら
継
続
す
る
窯
跡
群
は
限
定
さ
れ
、
こ
の
時
期
に
新
た
に
成
立
し

た
も
の
が
九

ヶ
所
あ
る
。
初
期
須
恵
器
段
階
の
窯
跡
を
含
め
て
当
該
期

の
窯

の
数

は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
こ
れ
は
密
度
と
関
係
し
て
、
発
見
さ
れ
る
頻
度
が
少
な
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
が
、
本
来
の
分
布
と
数
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

続

い
て
T
K
四
七
型
式
の
段
階
で
あ
る
。
こ
の
期
の
窯
に
は
、
T
K
二
三
型
式

段
階
か
ら
継
続
す
る
も
の
と
、
新
た
に
こ
の
段
階
か
ら
始
ま
る
も
の
と
が
あ
る
。

こ
の
段
階

に
は
、
関
東

・
東
北
を
除
い
て
ほ
ぼ
全
国
的
に
認
め
ら
れ
、
総
数
一
ニ

ケ
所
に
お
よ
ぶ
。

こ
の
期
か
ら
始
ま
る
窯

は

一
六

ヶ
所
と
な
り
、
前
段
階
の
状
況

か
ら
比
較
す
る
と
圧
倒
的
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
各
窯
跡

で
T
K
四
七
型
式
と
認
定
し
た
資
料
に
は
、
T
K
;

二
型
式

の
様
相
を
残
す
も
の

も
あ
り
、
ま
た
、
採
集
資
料
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
存
在
す
る

こ
と
か
ら
、
前
段
階
か
ら
引
き
続

い
て
操
業
し
た
窯
も
存
在
す
る
可
能
性
も
あ
ろ

う
。T

K
二
三
型
式
と
四
七
型
式
に
操
業
さ
れ
た
窯
の
特
徴
を
見

て
み
よ
う
。
陶
邑

窯

・
千
里
窯

・
東
山
窯
を
除
け
ば
、
T
K
;

二
型
式
に
始
ま
る
窯
は
、
現
状

で
は

単
発
的
な
も
の
が
多
く
、
後
続
性
が
認
め
ら
れ
な
い
点
が
窺
え
よ
う
。
単
発
的
な

も
の
に
は
、
神
籠
池
窯
跡

・
三
田
末
郡
塚
窯
跡

・
泉
窯
跡

・
久
居
窯
跡

・
稲
生
窯

跡

・
前
山
窯
跡

・
明
通
り
窯
跡

・
泉
崎
窯
跡
と
そ
の
数
は
八
窯
に
な
る
。

一
方
、

新
開
窯
跡

・
門
生
窯
跡
は
継
続
し
て
お
り
、
単
発
と
し
た
久
居
窯
跡
に
お
い
て
も

藤
谷
窯
に
引
き
継
が
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
湖
西
窯
跡
群
の
明
通
り
窯
跡
の
直
後

は
不
明
で
あ
る
が
、
後
続
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
T
K

二
三
型
式
段
階
で
は
単
発
的
で
短
期
間
の
も
の
が
非
常

に
多
い
。

し
か
し
、
T
K
四
七
型
式
の
段
階

に
成
立
し
た
窯
を
見
る
と
、
単
発
的
な
も
の

は
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
単
発
的
な
も
の
に
は
、
日
脚
窯
跡

・
猫
谷
窯

跡

・
鬼
神
谷
窯
跡

・
徳
居
窯
跡

・
内
多
窯
跡

・
小
杉
大
谷
窯
跡

・
水
神
窯
跡
等
の

八
窯
が
あ
り
、
前
段
階
の
単
発
型
と
さ
ほ
ど
数
の
上
で
は
変
わ
ら
な
い
。

こ
の
中

に
は
、
鬼
神
谷
窯
跡
の
よ
う
に
M
T

一
五
型
式
ま
で
存
続
す
る
も
の
も
あ
り
、
必

ず
し
も
純
粋
な
形
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
以
後
継
続
す
る
も
の
が
多
く
確
認

で
き
る
点
は
、
最
大
の
特
徴
に
な
る
。
確
実
に
継
続
す
る
も
の
は
、
稲
元
日
焼
原

窯
跡

・
那
波
野
丸
山
窯
跡

・
園
部
窯
跡
で
あ
り
、
T
K
四
七
型
式
か
ら
T
K

一
〇

型
式
ま
で
存
続
す
る
。
同
様

に
大
井
窯
跡

・
沙
羅
谷
窯
跡
、
加
え
て
埴
見
窯
跡

・

七
谷
窯
跡

・
羽
咋
窯
跡

で
も
継
続

の
可
能
性
が
あ
る
。
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継
続
型

の
窯
跡
群
を
少
し
見
て
み
よ
う
。
稲
元
日
焼
原
窯
跡
群
は
、
周
囲
東
西

四
㎞
、
南
北
二
㎞
の
範
囲
に
六
世
紀
後
半
代
以
降
の
窯
も
含
め
て
約
三
〇
基
存
在

す
る
と
い
い
、

こ
の
地
域
の
中
心
的
な
窯
跡
群
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
相
生
窯

跡
群

の

一
部

で
あ
る
那
波
野
丸
山
窯
跡
群

は
、
古
墳
時
代

の
窯
跡
が
六
基
が
知
ら

れ
、
六
世
紀
後
半
代
ま
で
操
業
す
る
。
相
生
窯
跡
群
と
し
て
は
、
七
世
紀
に
な
る

と
北
側

の
丘
陵
に
移
動
し
、
以
後
広
範
囲

に
場
所
を
変
え
て

一
二
世
紀
代
ま
で
生

産
が
行
わ
れ
、
こ
の
地
域
の
中
心
的
な
窯
跡
群

で
あ
り
、
約

一
三
〇
基
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
園
部
窯
跡
群
も
同
様
で
あ
り
、
六
世
紀
代
か
ら
古
代
に
か
け
て
、二
〇

基
以
上
の
窯
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
大
井
窯
跡
群
は
総
数
は
不
明
で
あ
る
が
、

九
地
区
に
分
か
れ
て
窯
が
存
在
し
、
六
世
紀
代
か
ら
占
代
に
至
る
中
心
的
な
窯
跡

群
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
同
類
の
可
能
性

が
強

い
。

そ
う
す
る
と
、
背
後
に
四
〇
基
以
上

の
窯
跡
が
確
認
で
き
る
稲
生
窯
跡
群
を
含

め
た
徳
居
窯
跡
群
は
、
六
世
紀
後
半
代

の
窯
跡
も
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

前
述
の
継
続
型
に
な
る
可
能
性
が
も
た
れ
る
。
ま
た
、
小
松
窯
跡
群
で
は
、
現
段

階
で
は
M
T

一
五
型
式
か
ら
生
産
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
以
後
連
綿
と
継
続
し
て

一
〇
世
紀
ま
で
窯
が
築
か
れ
お
り
、
そ
の
数
も

一
七
〇
基
に
お
よ
ぶ
と
言
い
、
北

陸
地
方
最
大

の
規
模
を
誇
る
。
前
述
の
例

に
A口
わ
せ
る
と
、
初
源
が
T
K
四
七
型

式
あ
る
い
は
T
K
一
、三
型
式
段
階
ま
で
遡

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
同
じ
よ
う
な
継

続
型

に
な
る
可
能
性
も
も
た
れ
る
。
そ
の
他
、
各
地
で
の
窯
跡
の
検
討
が
必
要

で

あ
る
が
、
規
模
の
大
小
は
あ
れ
、
こ
う
し

た
継
続
型
に
該
当
す
る
例
は
増
加
す
る

だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
第
二
の
拡
散
期
で
あ
る
T
K
二
一二
・
四
七
型
式
期
に
は
、

単
発
的
な
も
の
が
あ
る

一
方

で
、
以
後
継
続
し
て
い
く
も
の
が
あ
り
、
特
に
T
K

四
七
型
式
段
階
か
ら
は
継
続
す
る
も
の
が
増
加
す
る
傾
向
が
強
く
、
各
地
に
お
い

て
中
心
的
な
窯
業
地
帯
に
成
長
し
て
い
っ
た
例
が
多
く
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

最
後
に
、
埴
輪
生
産
を
伴
う
窯

に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
埴
輪
併
焼
窯
に
つ

い
て
は
、
筆
者
を
含
め
て
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
表

一
で
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
そ
の
中
心
は
東
海
地
方
か
ら
北
陸
地
方
で
あ
り
、
関
東
地
方
で
も
新
段
階

で
確
認
で
き
る
。
わ
ず
か
に
北
部
九
州
で
は
、
初
出
期
の
山
隈
窯
跡
に
お
い
て
確

認
さ
れ
て
お
り
、
和
歌
山
県
沙
羅
谷
窯
跡
で
も
確
認
で
き
る
。
近
畿
地
方
に
お
い

て
は
、
極
く
限
ら
れ
た
時
期
に
限
ら
れ
た
場
所

で
併
焼
さ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
例
外
で
あ
る
。
ま
た
、
埴
輪

に
須
恵
器
の
技
法
を
残
し
た

も
の
や
、
奈
良
県
ウ
ワ
ナ
ベ
占
墳
の
須
恵
器
の
よ
う
な
併
焼

の
例
が
少
数
確
認
で

き
る
越
、
普
遍
的

で
は
な
い
。
た
だ
し
、
大
阪
府
淡
輪
地
方
か
ら
和
歌
山
県
に
か

け
て
の
古
墳

で
は
、
叩
き
痕
を
も

つ
埴
輪
が
多
量
に
確
認
さ
れ
て
お
り
、
和
歌
山

県
沙
羅
谷
窯
跡
と
通
じ
て
い
る
。

西
日
本

で
は
、
今
後
例
外
的
に
埴
輪
生
産
と
の
関
連
性
を
示
す
資
料
が
確
認
さ

れ
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
が
、
東
日
本
で
の
普
遍
的
な
あ
り
方
に
同
調
し
な
い
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。
和
歌
山
県
沙
羅
谷
窯
跡
の
あ
り
方
は
、
近
畿
地
方
で
も
特
殊

で
あ
る
。
埴
輪
に
お
け
る
淡
輪
技
法
は
、
淡
輪
か
ら
和
歌
山
県
に
か
け
て
、
さ
ら

　
ら

　

に
伊
勢
と
遠
江
に
か
け
て
顕
著
で
あ
る
と
い
う
。
須
恵
器

・
埴
輪
併
焼
窯
の
み
の

現
象
で
は
こ
れ
ら
の
地
域
は
重
な
る
が
、
各
窯
跡
の
中
に
は
久
居

・
藤
谷
窯
跡
、
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表1窯 跡一覧表(参 考の ため に初期段階 と後出段階 の窯跡 も含 めて いる)

地1 所 在 地
所 属 時 期 埴

輪 備 考域 窯 跡 名 'rG231
TK73 TK216 ON46

'fK208
TK23 TK47 MT15 TK10

九

州

神籠池窯跡 佐賀県佐賀市久保泉町
一

一 一

『

小隈窯跡 福岡県朝倉郡夜須町下高場

山隈窯跡 福岡県朝倉郡三輪町山隈
≫≪≪≪.≪,

『 一 }}一 0

八並窯跡 福岡県朝倉郡夜須町三並

隈・西小田窯跡群 福岡県筑紫野市隈
llOlHlI

1

新開窯跡 福岡県西区今宿新開 ≡ 韮 韮

重留窯跡 福岡市早良区重留
「

稲元日焼原窯跡 福岡県宗像市稲元
≫,.≪≪,.≪

垂 韮

裏ノ田窯跡 福岡県太宰府市水城

牛頸窯跡群 福岡県大野城市牛頸 ・他
oIll

八女窯跡群 福岡県八女市他忠見区
iilI薗i膨

居屋敷窯跡 福岡県京都郡豊津町居屋敷

中

国
・

四

国

奥 ケ谷窯跡 岡山県総社市福井

戸瀬池窯跡 岡山県和気郡佐伯町矢田部

木鍋山一号窯跡 岡山県邑久郡長船町 脚

日脚1号 窯跡 島根県浜田市日脚町

深谷窯跡 島根県¥TI田市本庄町

大井窯跡群 島根県松江市大井町 一 一 一

廻谷・寺尾窯跡

門生窯跡群 島根県安来市門生 ・高畑 高畑・山根窯跡

埴見窯跡 鳥取県東伯郡東郷町植見
�≪ ≪≫,.≪

七谷窯跡 鳥取県鳥取市久末
i``

市場南組窯跡 愛媛県伊豫市市場 微 系譜か異なる

宮山窯跡 香川県三豊郡豊中町比地大 つ つ
凶

?

黒藤窯跡 香川県中多度郡多度津町白方 _ワ_

三郎池西岸窯跡 香川県高松市三谷町

近

畿

那波野丸山窯跡群 兵庫県相生市那波野 韮 垂

金 ヶ崎窯跡 兵庫県明石市魚住町 1 一 一 一

三田末郡塚窯跡群 兵庫県三田市末野

出合窯跡 兵庫県神戸市西区玉津町 4C代 、TG23似 前

猫谷窯跡 兵庫県多紀郡丹南町一印谷 　

鬼神谷窯跡 兵庫県城崎郡竹野町鬼神谷 一 垂 1号窯

中尾窯跡 兵庫県養父郡関宮町三宅

千里古窯跡群 大阪府吹田市～豊中市 一 一 垂

≫≪≪≪≪≪

圭 圭、

陶邑古窯跡群 大阪府堺市～ 至 … 韮 …

一須賀窯跡群 大阪府南河内郡河南町東山
≫≪≪≪≪

}}一

oNNlIl岡

園部窯跡群 京都府船井郡園部町 垂 … 大向1・桑ノ内6・大向2

泉窯跡 滋賀県甲賀郡水日町泉

鏡山窯跡群 滋賀県蒲生郡竜王町～野洲郡野洲町 垂 0 入町・山面支群

沙羅谷窯跡 和歌山県和歌山市占札
1

一 一 一 O

東

海

久居窯跡群 三重県久居市藤ヶ丘 0

藤谷窯跡 三重県津市垂水 0

内多窯跡 三重県安濃郡安濃町内多 0

稲生窯跡 三重県鈴鹿市稲生町 ○

徳居窯跡 三重県鈴鹿市南方～安芸郡河芸町 ○

小杉大谷窯跡 三重県四日市市大谷代
XoOlo

0

東山窯跡群 愛知県名古屋市昭和区 一 一 　 垂 垂
, 至 ○

下原窯跡群 愛知県春日井市下原 0

卓ケ洞窯跡群 愛知県尾張旭市卓ケ洞～霞ケ丘町
IIOlIlIHlH

O 城礁 に近接。

城山窯跡群 愛知県尾張旭市城山町 0

前山窯跡 愛知県常滑市金山 ?

ヒ向イ田窯跡群 愛知県豊田市亀首 O

水神窯跡 愛知県豊橋市牟呂町 0

湖西窯跡群 静岡県湖西市～浜名郡新居町 一 一 一 0 明通り・一ノ宮峠場窯跡

有玉窯跡 静岡県浜松市半田町 0

安久路窯跡 静岡県磐田市西貝塚 0

衛門坂窯跡 静岡県袋井市岡崎
阿lig』ilI嗣1

0

北

陸

興道寺窯跡 福井県三方郡美浜町興道寺 O

鎌谷窯跡 福井県坂井郡金津町鎌谷 一 　 一

10輔1臨Il「

0 埴輪に叩きあり。

小松窯跡群 石川県小松市ニッ梨町 一 一 一 垂 砂 梨東山4号窯跡

羽咋窯跡群 石川県羽咋市柳田町 柳田ウワノ1号窯跡

鳥屋窯跡群 石川県鹿島郡鳥屋町深沢 一 一 ? 深沢1号窯跡

園カンデ窯跡 富山県氷見市園 一 一

松ノ山窯跡 長野県長野市信更町
ｵ≫ ≫≪1N

?

関東

東北

桜山窯跡群 埼玉県東松山市田木 O

泉崎窯跡 福島県西白河郡泉崎村白石山

大蓮寺窯跡 宮城県仙台市宮城野区東仙台

金山窯跡 宮城県仙台市太白区西多賀
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あ
る
い
は
愛
知
県
の
各
窯
跡
の
よ
う
に
淡
輪
技
法
を
も
た
な
い
も
の
も
あ
り
、
複

雑
な
様
相

に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
首
長
層

に
よ
る
手
工
業
生
産
の
掌
握
の

仕
方
や
、
専
門
工
人
の
組
織
編
成
の
あ
り
方
が
須
恵
器
と
埴
輪
生
産
に
反
映
さ
れ

て
お
り
、
地
域

に
よ
る
こ
の
違
い
は
注
目

さ
れ
る
事
柄

で
あ
る
。

三
、
陶
邑
窯
と
の
関
係

各
窯
跡
群
の
遺
物
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
各
器
形
を
す
べ
て
揃
え
る
良
好
な

資
料
は
少
な
い
が
、
代
表
例
を
あ
げ

て
比
較
し
て
い
こ
う
。

T
K
二
三
型
式
期
で
は
、
古
く
か
ら
三
重
県
久
居
窯
跡
が
有
名
で
あ
る
。
同
窯

の
須
恵
器
は
形
態
的
に
も
技
法
的
に
も
、
陶
邑
窯
と
共
通
す
る
部
分
が
多
い
こ
と

　
　

　

は
先
学
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
を
純
粋
な
T
K
二
三
型
式
に
比

　
　

　

定
す
る
こ
と
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
人
も

い
る
。
確
か
に
、
蓋
杯

・
高
杯
の
細
部

に
お
い
て
、
鋭
さ
を
失
い
か
け
て
い
る
も

の
も
あ
る
し
、
小
型
化
の
傾
向
を
示
す

資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
の
も
事
実

で
あ
る
。
そ
の

一
方
で
、
依
然
と
薄
く
作
り
、

端
部
の
仕
上
げ
は
面
を
も
た
せ
て
鋭
く
す
る
も
の
も
存
在
し
、
鬼
や
直
口
壺
の
形

態
か
ら
し
て
も
、
開
始
時
期
は
T
K
二
三
型
式
で
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
前
山

.

明
通
り
窯
跡
、
神
籠
池
窯
跡

の
資
料
は
少
量
で
あ
る
が
、
同
様
の
型
式
で
あ
る
。

兵
庫
県
三
田
末
郡
塚
窯
跡
の
資
料
は
、
薄
く
製
作
し
た
も
の
が
多
く
、
端
部
の

仕
上
げ
は
鋭
い
も
の
と
や
や
鈍
い
も
の
に
分
か
れ
る
が
、
開
始
時
期
は
T
K
二
一二

型
式
で
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
島
根
県
門
生
窯
跡
群
の
資
料
に
お
い
て
も
二
者
が

存
在
す
る
。
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
鋭
さ
を
有
し
、
T
K
二
一二
型
式

に

比
定
で
き
る
。
福
岡
県
新
開
窯
跡
に
お
い
て
も
鋭
さ
を
有
す
る
も
の
が
少
量
含
ま

れ
、
T
K
二
一二
型
式
に
比
定

で
き
る
。
た
だ
し
同
窯
の
場
合
は
、
先
行
す
る
遺
物

群

(
O
N
四
六
段
階
)
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

確
実
に
T
K
二
三
型
式

に
操
業
が
定
着
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
T
K
二
一二
型
式
期
に
成
立
し
た
窯
は
、
器
形
の
組
成
や
形
態
、

特
に
蓋
杯
の
形
態
お
よ
び
端
部
の
仕
上
げ
の
状
況
は
、
陶
邑
窯
と
か
な
り
共
通
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
端
部

の
鈍
い

一
群
は
工
人
の
差
、
ま
た
は
多
少

の
時
間
差

で

生
じ
た
可
能
性
が
強

い
た
め
除
い
て
考
え
る
と
、
基
本
的

に
陶
邑
窯

の
強

い
影
響

の
元
で
成
立
し
、
操
業
を
開
始
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

T
K
四
七
型
式
期

で
も
同
様
に
陶
邑
窯
と
の
共
通
性
を
認
め
る
が
、

こ
の
中

に

は
二

つ
の
様
相
が
あ
る
。
兵
庫
県
鬼
神
谷
窯
跡
で
は
、
S
X

一
の
資
料
の
中

に
幾

つ
か
の
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
中
に
は
陶
邑
窯
の
T
K
二
三
か
ら
四
七
型

式
に
か
な
り
類
似
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
開
始
期
の
も
の
と
さ
れ
る
。
そ

の
後
、
伝
統
的
な
形
態
は
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
地
方
色
が
芽
生
え
て
く
る
。

愛
知
県
水
神
窯
跡
で
は
、
蓋
杯
の
底
部

・
天
井
部
が
平
坦
な
も
の
と
丸
み
を
帯

び
る
も
の
が
存
在
し
、
口
縁
端
部
も
明
瞭
な
段
を
有
す
る
も
の
と
、
段
が
不
明
瞭

に
な
る
も
の
と
が
あ
る
が
、
こ
の
中
の

一
部
は
、
陶
邑
窯
T
K
四
七
型
式
と
か
な

り
類
似
し
た
も
の
が
あ
る
。
三
垂
県
小
杉
大
谷
窯
跡
も
よ
く
似
た
傾
向
で
あ
る
が
、

比
較
的
陶
邑
T
K
四
七
型
式
に
類
似
し
た
も
の
が
多
く
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
稲
元
日
焼
原
窯
跡
や
那
波
野
丸
山
窯
跡
、
猫
谷
窯
跡
、
羽
咋
窯
跡
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群

(柳
田
ウ
ワ
ノ

一
号
窯
跡
)
、
泉
窯
跡
、
園
部
窯
跡
群
の
資
料

に
お
い
て
も
、

陶
邑
窯
と
の
強
い
類
似
性
を
認
め
る
。
従

っ
て
、
T
K
四
七
型
式
段
階
の
生
産
の

成
立

に
は
、
前
段
階
と
同
じ
く
陶
邑
窯

の
影
響
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は

既
に
先
学
が
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
改
め
て
確
認
し
て
お
く
。

し
か
し
、
愛
知
県
東
山
窯
跡
群
に
限

っ
て
言
え
ば
、
全
体
の
器
形
の
構
成
は
大

筋
に
お
い
て
各
地
の
窯
に
準
じ
る
が
、
各
部

の
形
態
や
細
部
の
仕
上
げ
に
か
な
り

の
特
色
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
東
山
窯
跡
群
が
須
恵
器
生
産
の
初
出
期
か

ら
成
立
し

(現
状
で
は
東
山

=

一
号
窯

が
最
古

の
窯
跡
で
あ
る
が
)
、
以
降
絶

え
る
こ
と
な
く
継
続
し
た
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
、
基
本
的
な
組
成
や
相
対
的

な
形
態

の
流
れ
は
陶
邑
窯
と
対
比
さ
せ
な

が
ら
も
、
独
自
の
形
態
の
須
恵
器
を
製

作
し

て
行

っ
た
。

こ
れ
は
城
山
窯
跡
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

と

こ
ろ
が
、
東
山
窯
跡
群
に
近
接
す
る
前
山
窯
跡
や
水
神
窯
跡
、
明
通
り
窯
跡

等
の
尾
張
南
部
か
ら
三
河

・
遠
江
地
方
の
窯

で
は
、
東
山
窯
の
影
響
を
受
け
ず
に

陶
邑
窯
に
類
似
し
、
さ
ら
に
西
側
の
三
重
県

の
諸
窯
も
同
じ
あ
り
方
を
示
し
、
全

国
的
な
規
模

で
行
わ
れ
た
陶
邑
窯
か
ら
の
須
恵
器
生
産

の
拡
散
に
対
応
し
て
い
る

の
が
重
要

で
あ
る
。
菱
田
哲
郎
氏
は
、
特

に
有
蓋
高
杯

の
脚
部
形
態
に
注
目
し
て

　　

　

同
様
な
方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
、
陶
邑
窯
内

で
の
差
と
地
方
窯
と
の
比
較
を
試

　
　

　

み
て
い
る
。
山
田
邦
和
氏
も
同
様
な
見
解

に
立

っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
T
K
四
七
型
式
以
降
に
成
立
す
る
窯

の
中

に
は
、
陶
邑
窯
か
ら
の
直

接
的
影
響
と
間
接
的
影
響
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
水
神
窯
跡

の
須
恵
器
を
考
察
し
た
小
林
久
彦
氏
は
、
東
海
地
方

の
各
窯
跡
の
須
恵
器
と
埴
輪

資
料
と
の
比
較
か
ら
、
水
神
窯
跡
は
三
重
県
久
居
窯
跡
や
藤
谷
窯
跡
と
の
共
通
性

が
強
く
、

こ
れ
ら
の
窯
の
影
響
下
で
成
立
し
、
陶
邑
窯
か
ら
の
間
接
的
影
響
を
考

　ね
　

え
た
。
当
窯

の
須
恵
器
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
陶
邑
的
な
も
の
を
認
め

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
可
否
に
つ
い
て
は
即
決
で
き
な
い
が
、
埴
輪
に
つ
い
て
は
久

居
窯
跡
と
藤
谷
窯
跡
と
の
共
通
性
が
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
間
接
的
影
響
も

考
慮
に
入
れ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
、
島
根
県
日
脚
窯
跡
の
須
恵
器
を
見
て
み
よ
う
。
同
窯
の
須
恵
器

は
、
小
型
品
の
殆
ど
に
お
い
て
器
壁
が
肥
厚
す
る
。
蓋
杯
の
底
部

・
天
井
部
は
比

較
的
平
坦
な
も
の
が
多
く
、
ま
た
、
口
縁
端
部
は
有
段
を
意
識
し
て
い
る
と
は
い

え
、
器
壁

の
厚
み
と
関
係
し
て
か
な
り
鈍
く
な

っ
て
い
る
。
全
体
的
な
組
成
に
お

い
て
は
陶
邑
窯
T
K
四
七
型
式
の
範
疇
で
差
し
支
え
な
い
が
、
陶
邑
窯
か
ら
の
直

接
的
な
影
響
と
言
う
よ
り
も
、
間
接
的
な
様
相
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
や
や
異

な
る
が
、
門
生
窯
跡
群
の
高
畑
地
区
の
資
料
に
は
、
器
壁
を
厚
く
し
て
口
縁
端
部

の
段
が
曖
昧
な
当
該
期
の
蓋
杯
が
混
在
し
て
お
り
、
ま
た
資
料
数
は
わ
ず
か
で
は

あ
る
が
、
大
井
窯
跡
群
の
須
恵
器
に
も
こ
う
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
地
域
か
ら
の
影
響
も
考
え
ら
れ
、
陶
邑
窯
か
ら
の
間
接
的
な
影
響
の
可

能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

四
、
須
恵
器
生
産
の
拡
散

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
須
恵
器
生
産
の
第
二
の
拡
散
期
に
は
多
数
の
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窯
が
成
立
し
、
そ
れ
も
T
K
ニ
ゴ
、型
式
と
四
七
型
式
で
は
成
立
の
様
相
や
、
そ
の

後

の
様
相
が
若
F
異
な

っ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
、
五
世
紀
の
前
半
代
か
ら
開
始
し

た
須
恵
器
生
産
の
全
体
を
通
し
て
拡
散

に

つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
最
初
に
、
五
世
紀
の
前
半
代

に
は
、
直
接
渡
来
し
た
技
術
に
よ

っ
て
、
須

恵
器
生
産
が
北
部
九
州

・
中
国

・
四
国

・
近
畿

・
東
海

(未
発
見
)
地
方

で
開
始

す
る
。
そ
の
後
、
継
続
し
て
操
業
さ
れ
る

の
は
、
北
九
州

・
近
畿

・
東
海
地
方

に

限
ら
れ
、
そ
の
他
の
窯
は
短
期

に
消
滅
し

て
い
る
。

継
続
し
て
操
業
さ
れ
て
い
る
窯
を
除
い
て
、
そ
の
後
須
恵
器
生
産
が
成
立
す
る

の
は
、
O
N
四
六
段
階
で
あ
る
。
第

一
図
は
、
以
前
に
発
表
し
た
須
恵
器
生
産

の

開
始
期
か
ら
第

一
・
第
二
の
拡
散
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
多
少
の
変
更
を
加
え
た
が
、

基
本
的
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
O
N
四
六
段
階
の
第

一
の
拡
散
期

に
は
、
陶
邑
的

な
様
相
を
も

つ
須
恵
器
が
九
州

・
四
国

・
東
海

・
東
北
で
生
産
さ
れ
始
め
る
。
そ

し
て
、
次
の
第
二
の
拡
散
期
あ
た
る
T
K
二
三
型
式
に
は
、
本
稿

で
述
べ
た
よ
う

に
、
九
州

・
中
国

・
近
畿

・
東
海
、
さ
ら

に
は
東
北
地
方
に
お
い
て
も
生
産
が
始

ま
る
。
こ
の
期
の
窯

に
は
未
発
見
の
も
の
が
多
く
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
、
空
白

地
域
の
中
国
地
方

の
山
陽
側
や
、
四
国

・
北
陸

・
関
東
地
方

に
お
い
て
も
今
後
確

認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

現
状

の
分
布

に
お
い
て
考
察
を
す
る
の
は
危
険

で
あ
る
が
、
T
K
二
一二
型
式
の

段
階
で
は
、
北
部
九
州
の
新
開
窯
跡

・
神
籠
池
窯
跡
、
山
陰
地
方
の
門
生
窯
跡
、

、二
田
末
郡
塚
窯
、
そ
し
て
東
海
地
方
は
や
や
近
接
し
て
所
在
は
す
る
が
、
ほ
ぼ
旧

国
の
範
囲
に
重
な
ら
な
い
形
で
窯
が
存
在

す
る
様
相
が
見
ら
れ
る
。
T
K
四
ヒ
型

式

の
段
階
に
は
、
さ
ら
に
そ
の
様
相
が
よ
く
読
み
と
れ
る
。
地
域
お
い
て
は
拡
大

し
て
旧
国
内
に
ニ
ケ
所
の
窯
が
成
立
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
特
に
山
陰
地
方
で

は
、
日
脚

・
門
生

・
埴
見

・
七
谷
窯
跡
、
鬼
神
谷
窯
跡
と
、
ほ
ぼ
均
等
に
所
在
し

て
お
り
、
旧
国
の
範
囲
に
ほ
ぼ
該
当
す
る
良
好
な
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状

況
は
近
畿
地
方
で
も
い
え
、
三
重
県

で
の
状
況
が
や
や
密
で
は
あ
る
が
、
東
海
地

方

で
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。
北
陸
地
方
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
期
の
も
の
は

羽
咋
窯
跡
群
に
限
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
の
あ
り
方
は
、
山
陰
地
方
で
の
状
況
に
共

通
し
て
い
る
と
言
え
る
。

従

っ
て
、
こ
う
し
た
様
相
が
第
二
の
拡
散
期

の
本
来
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
た
い
。
そ
れ
は
、
地
域
に
よ

っ
て
多
少
の
粗
密
は
あ
る
も

の
の
、
ほ
ぼ
旧
国
範
囲
程
度
の
密
度

で
、
全
国
規
模

で
拡
散
が
行
わ
れ
た
可
能
性

が
強
い
。
そ
れ
が
、
T
K
四
七
型
式
段
階
を
経

て
、
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
き
、
六

世
紀
の
末
葉
か
ら
七
世
紀
段
階

に
は
、
旧
国
の
中

に
も
数
群
以
上
、
場
A
口
に
よ
っ

て
は
旧
郡
程
度

の
範
囲
に

一
ヶ
所
は
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
状
で
は
、
T
K
二
三
型
式

の
段
階
の
窯
は
、
継
続
性

の
面
に
お
い
て
や
や
乏

し
い
。
そ
の
状
況
は
、
第

一
の
拡
散
期
で
あ
る
O
N
四
六
段
階
に
成
立
し
た
窯
と

共
通
す
る
特
徴
と
言
え
よ
う
。
逆
に
、
T
K
四
七
型
式
段
階
の
窯
は
以
後
継
続
し

て
い
く
も
の
が
多

い
。

こ
れ
は
、
何
を
物
語
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
臨
時
的
な
操
業

で
役
目
を
果
た
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
良
好
な
窯
場
選
地
の
試
行
段
階

の
た
め
な

の
か
、
さ
ら
に
は
以
後
の
生
産
の
準
備
や
計
画
が
な
さ
れ
い
な
か

っ
た
の
か
、
操

業
を
継
続
す
る
基
盤
が
な
か

っ
た
の
か
等
々
、
様
々
な
推
測
が
成
り
立

つ
。
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TG232型 式期ON46段 階TK23型 式TK47型 式

一{九 州

朝

鮮

半

島

朝倉、隈 ・西小田、居屋敷

一 四 副
二郎池

陣 国1一
奥 ケ谷

一 九 州ト
朝倉、新開

一 四 凶
宮山

一(中 国)

一 九 州i
新開、神籠池

一(四 国)

一 中 剛
門生

1九 州
新開、稲元

一(四 国)

中 国1
門生、大井、七谷、埴見、他

一[鋼[画 一[再H[唾 国 塵 雇
陶邑、千里、一須賀、(和歌山) 陶邑、千里、(和歌山) T里、三田末郡塚

「氏 東

丸山、鬼神谷、猫谷、他

一(東 海)

(東山)

r,

一 東 海
東山、城山

一(北 陸)

一(関 東)

ヨ 東 北1
大蓮寺、金山 泉崎

須恵器生産の開始 地方窯 の第1の 拡散 地方窯 の第2の 拡散(第1・2次)

一 束 酬
久居、稲生、前山、湖西

一(北 陸)

(関 東)一

一 東 北1

山ト∫N東 川

厘 画
小杉大杉、内多、水神、他

一 北 陸
羽咋

一(関 東)

一(東 北)

散 〉

(国内波及型)

器生産の

(渡来型)

第1図 須恵器生産 の開始 と地方窯の拡散模式図

(その他、渡来型には4C代 の出合窯跡、ON46段 階の市場南組窯跡がある)

ほ
ぼ
旧
国
程
度

の
範
囲
で

一
窯
が
所
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、
単
発
的

な
様
相
が
強
い
と
し
た
第

一
の
拡
散
期
の
窯
と
類
似
す
る
点
か
ら
言
え
ば
、
極
め

て
各
地
の
首
長
や
有
力
層
の
独
占
性
が
強
か

っ
た
と
考
え
た
い
。
手
工
業
生
産
の

掌
握
、
と
り
わ
け
地
方

に
お
け
る
掌
握
は
、
首
長
層
の
元
で
管
理
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
見
か
け
上
は
こ
う
し
た
あ
り
方
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
時
期
以
降

に
は
、
消
費
地
に
お
い
て
次
第
に
須
恵
器
の
出
土
量

が
増
し
て
く
る
た
め
に
、
須
恵
器
の
必
要
性
や
需
要
度
は
か
な
り
増
大
し
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
T
K
二
三
型
式
の
段
階
に
比
べ
て
、
T
K
四
七
型
式
の
段
階
の

窯
が
倍
増
し
て
い
る
こ
と
と
も
比
例
し
て
い
る
。

T
K
四
七
型
式
の
段
階

に
成
立
し
た
窯
は
、
現
状
で
は
単
発
的
な
も
の
も
含
ま

れ
る
が
、
継
続
性
を
も

つ
窯
跡
が
多
数
確
認
で
き
る
点
が
最
大
の
特
色
で
あ
る
。

T
K
二
三
型
式
段
階
で
予
測
し
た
首
長
層
の
独
占
性
か
ら
、
手
工
業
生
産
は
掌
握

し

つ
つ
も
、
必
需
性
と
関
係
し
て
次
第
に
生
産
の
拡
大
が
図
ら
れ
、
生
産
集
団
の

再
編
成
が
行
わ
れ
た
。
供
給
面

に
お
い
て
も
そ
の
範
囲
を
広
げ
て
い
き
、
以
降
、

継
続
し
て
窯
跡
群
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
第
二
の
拡
散
期
は
、
前
後
の
二
段
階
に
分
け
て
考
え
る
必

要
が
で
て
こ
よ
う
。
仮
に
こ
こ
で
は
第
二
の
拡
散
の
T
K
二
一二
型
式
段
階
を
第
二

の
拡
散
の
第

一
次
、
T
K
四
七
型
式
段
階
を
第
二
次
と
し
て
捉
え
て
お
く
こ
と
す

る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
五
世
紀
後
半
代
か
ら
六
世
紀
初
頭
に
お
け
る

一
連
の
政
策

の
中
で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
両
者
を
区
分
し
て
第
二

・
第
三
の
拡
散
と
す

る
も
の
で
は
な
い
。
ほ
ぼ
旧
国
程
度

の
範
囲
毎
に
窯
が
成
立
し
て
い
き
、
さ
ら
に
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は
定
着
し
て
い
く
過
程
を
捉
え
る
手
段
と
し
て
、
ま
た
遅
れ
て
窯
が
成
立
す
る
地

域
を
こ
う
し
た
区
分
に
お
い
て
把
握
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
内
容
の
詳
細
や

　け
　

歴
史
的
な
位
置
づ
け
は
、
今
後

の
資
料
の
増
加
を
待

っ
て
描
か
れ
る
。

現
状
で
は
、
や
や
遅
れ
て
M
T

一
五

・
T
K

一
〇
型
式
の
段
階
で
生
産
が
成
立

す
る
地
域
も
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
新
た
に
陶
邑
窯
か
ら
の
影
響
で
成
立
す
る
可
能

性
が
あ
る

一
方
で
、
前
段
階
よ
り
周
辺
部

で
生
産
さ
れ
て
い
た
地
域

の
中

で
、
分

散

・
波
及
し
た
窯
が
多
く
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
前
述

の
統

一
的
な
拡

散
の
範
疇
で
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
第
二
の
拡
散
の
第

二
次
と
し
た
T
K
四
七
型
式
段
階
の
内
容

や
、
以
後
継
続
し
て
操
業
さ
れ
た
窯
跡

群
の
内
容
を
整
理
し
、
さ
ら
に
六
世
紀
後
半
代
に
か
け
て
の
社
会
秩
序
と
関
連
さ

せ
て
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

お

わ

り

に

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
五

・
六
世
紀

の
須
恵
器
生
産
の
拡
散
に
つ
い

て
述
べ
て
き
た
。
第
二
の
拡
散
で
は
、
第

一
の
拡
散
に
も
増
し
て
多
く
の
窯
が
成

立
し
た
が
、
第
二
の
拡
散
の
第

一
次

(T
K
二
一二
型
式
)
で
は
、
第

一
の
拡
散
の

拡
散
に
似
た
あ
り
方
を
示
し
、
第
二
次

(T
K
四
七
型
式
)
で
は
、
定
着
型
の
様

相
を
示
し
、
以
後
継
続
す
る
も

の
が
多
く
存
在
し
た
。
分
布
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
旧

国
程
度
の
密
度
で
各
地
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
検
討
に
よ

っ
て

よ
り
旦
ハ体
的
に
議
論
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。

筆
者
は
以
前
に
、
こ
う
し
た
拡
散
を
古
墳
時
代
の
手
工
業
生
産
と
政
治
秩
序
と

の
関
係
で
述
べ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

こ
れ
は
古
墳
時
代
に
お
け
る
手
工
業
生
産
の

根
本
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
に
掌
握
さ
れ
、
そ
れ
が
拡
散
と
い
う
状
況
に
よ

っ
て

一
気

に
地
方
に
広
が

っ
た
と
判
断
さ
れ
、
地
方
の
首
長
も
手
工
業
生
産
を
掌
握
し
て
行
っ

た
。
こ
れ
は
ヤ
マ
ト
政
権
が
政
治
的
秩
序
を
整
備
す
る
た
め
の
手
段
で
あ

っ
た
と

考
え
た
。
須
恵
器
生
産

の
第

一
と
第
二
の
拡
散
は
、
漸
進
的

で
は
な
く
、
極
く
限

ら
れ
た
時
期
に
広
が
る
こ
と
は
明
白

で
あ
り
、

こ
う
し
た
限
定
さ
れ
た
時
期
に
政

策
が
採
ら
れ
た
可
能
性
が
強

い
の
で
あ
る
。

第
二
の
拡
散
の
第

一
次
は
、
「
ワ
カ
タ
ケ
ル
」、
雄
略
朝

に
該
当
し
、
中
央
権
力

体
制
の
確
立
期
に
比
定
さ
れ
、
政
治
秩
序

の
強
化
と
地
方
経
営

の
保
持
が
予
想
さ

れ
る
。
こ
の
期

に
は
、

一
〇
ヶ
所
以
上
の
窯
が
成
立
し
て
お
り
、
符
合
し
て
い
る
。

第
二
の
拡
散

の
第
二
次
は
、
後
続
す
る
時
期
で
あ
る
。
同

一
地
域
内
で
再
成
立
す

る
も
の
と
、
新
た
な
地
域
で
成
立
す
る
窯
と
が
あ
る
が
、
第

一
次
に
も
増
し
て
窯

が
成
立
し
て
い
き
、
そ
の
範
囲
も
拡
が

っ
て
い
く
。
さ
ら
な
る
政
治
秩
序

の
整
備

と
地
方
経
営
が
計
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

一
方
、
以
後
継
続
す
る
窯
が
多
数

存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
地
方
政
策
の
浸
透
の
も
と
で
政
治
体
制
が
完
備
さ
れ
、
地

方

に
お
け
る
手
工
業
生
産
の
容
認
の
も
と
に
、
分
散
化
が
進
行
し
て
い
き
、
地
方

に
お
い
て
は
生
産
体
制
の
再
編
成
が
行
わ
れ
る
に
ま
で
至

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
の
拡
散
の
第
二
次
は
、

一
部
が
継
体
朝
に
重
複
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

こ

の
時
代
は
、
継
体
天
皇
の
出
自
と
大
和
進
出
に
お
け
る
経
緯
、
朝
鮮
半
島
諸
国

へ

の
干
渉
、
磐
井
の
反
乱
等
か
ら
激
動
の
時
代
と
も
言
わ
れ
、
混
乱
の
終
息
後
に
は
、
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よ
り
強
固
な
政
治
体
制
が
確
立
し
た
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
混
乱
期
の
中

で
、
手
工
業
生
産
と
地
方
経
営
が
ど
の
よ
う
に
関
連
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

須
恵
器
生
産
の
面
に
お
い
て
は
確
実
に
拡
大
し
て
お
り
、
以
後
、
各
地
に
分
散
し

て
定
着
し
て
い
き
、
地
方

の
社
会
秩
序
と
手
工
業
生
産
の
あ
り
方
に
大
き
な
変
化

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
な
る
こ
の
時
代
の
歴
史
的
な
事
象

と
、
政
治
的
背
景
の
関
連
性
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

[付
記
]
本
年
度
を
も

っ
て
、
文
化
財
学
科
教
授
古
原
宏
伸

・
岡
田
英
男
先
生

が
ご
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
長
年

の
ご
指
導

に
対
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
、
両
先
生
の
末
永
い
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
拙
稿
が
送

別
記
念
論
集
の
片
隅
を
汚
す

こ
と
を
お
許

し
下
さ
い
。

ま
た
、
本
文
中
の
資
料
の
収
集
に
は
、
伊
藤
厚
史
、
岩
橋
孝
典
、
田
中
秀
和
、

谷

口
恭
子
、
根
鈴
輝
雄
、
信
里
芳
紀
、
和
気
清
章

の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
1註

)

 

(
2
)

植
野
浩

三

「
西
日
本

に
お
け

る
初
期
須
恵
器
生
産

の
開
始

と
展
開
」

『
奈
良

大
学

紀

要
」
第

二

一
号

一
九
九
三
年
。

こ
う
し
た
考

え
は
、
早
く
か
ら
田
辺
昭
三
氏
が
論

じ
て
お
り
、

「
す
ぐ

れ

て
政
治

的

背
景
を
も

っ
て
い
た
」
と
し

て
、

そ
の
展
開
を
述

べ
て

い
る
。

田

辺
昭

三

「
須

恵

器
生
産

の
諸
劃
期

」
『
日
本
美
術
工
芸
」
三
九

二

一
九
七

一
年
。

同

『
須
恵

器

大

成
」
角

川
書
店

一
九
八

一
年
。
拙
稿

の
基
本

は
、

長
年

ご
指

導
を

い
た
だ

い

て

い
る
田
辺
昭
三
先
生

の
論

に
よ
る
と

こ
ろ
が
多

い
が
、

資

料

の
増
加

を
加

味
し

て

多
少
修

正
し
、
再
考
を
試
み
た
。

(
3
)
植
野
浩

三

「古

墳
時
代

の
手
工
業
生
産
と
政

治
秩
序

i
須

恵
器
生

産

の
展

開
を
中

心

に
し
て
ー
」

『文

化
財
学

論
集
」
文
化
財
学
論
集
刊
行
会

一
九
九
四
年

。

(
4
)
植
野
浩

三

「埴
輪
生
産

と
須
恵

器
工
人

-
奈
良

県

ウ

ワ
ナ

ベ
古
墳

の
須
恵

器
を
中

心

に
し
て
ー
」

『文
化
財
学
報
」

第

一
一
集

一
九
九
三
年
。

(
5
)
鈴
木
敏

則

「遠

江
の
淡
輪
系
埴

輪
」
『
転
機
』
第
三
号

一
九
九
〇
年
。

同

「
伊
勢

の
淡
輪
系
円
筒
埴
輪
」

『
M
i

e

h
i

s
t
o
r
y
』

v
o
l
.
3

一
九

九

一

年
。

(6
)

田
辺
昭

三

「須
恵
器
生
産

の
諸
劃
期

」
『
日
本
美
術
工
芸
」

三
九

二

一
九
七

一
年
。

(
7
)
小
林
久
彦

「水
神
古
窯

に
お
け
る
須
恵
器
生
産

の
系
譜
」
『水
神
古
窯
」

(
『
豊

橋
市

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
」

第
七
集

豊
橋
市
教

育
委
員
会

一
九

八
七
年
)。

同

「
伊
勢
湾
周
辺

に
お
け
る
須
恵

器

の
地
域
性

ー
五

世
紀
末

か

ら
六
世

紀
初

頭
を

中
心
と

し
て
i
」
『
三
河
考
古
」
創

刊
号

一
九
八
八
年
。

ま
た
、

藤

原
学
氏

は
陶

邑
窯

の
影
響

は
認
あ

つ
つ
も
、
東
山
窯

の
影
響

を
多
少

考
慮

に
入

れ

る
必
要

性
を

述

べ
て
い
る
。
藤
原
学

「伊
勢
湾

西
岸

に
お
け
る
古
墳
時
代
須
恵

器
生
産

の
動

向
」

『
紀
伊
半
島

の
文
化
史
的
研
究
」
考
古

学
編

清
文
堂
出
版

一
九
九

二
年
。

(
8
)
菱
田
哲
郎

「
須
恵
器
生
産

の
拡
散

と
工
人

の
移
動
」
『考
古
学

研
究
」

第

三
九

巻

三

号

一
九
九

二
年
。
同

『
歴
史
発
掘
」

一
〇

須
恵

器

の
系

譜

講
談

社

一
九

九
六
年
。
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(
9
)

(
10
)

(
11
)

山

田
邦

和

『
須
恵
器
生
産

の
研
究
」
学
生
社

一
九
九
七
年
。

小
林

久
彦
、
前
掲
註

(6
)
。

第
二

の
拡
散

の
第

一
次

・
第

二
次

は
、
現
状

の
傾
向

と

し

て
提
示

し

て
お
く

。

こ

の
二
型
式

に
亘

る
期
間

に
は
、
多
少
違

っ
た
意

図
が

含
ま

れ

て

い
る
可
能

性
も

あ

る
と
考
え

て
い
る
。

参
考
文
献

各
窯
跡

に
関
す

る
資
料

は
、
主

に
以
ド

の
文
献
を
参
考

し
た
。

そ

の
他

、

多

く

の
論

考

が
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
本
稿

で
は
省
略

し
た
。
ま
た
、

特

に
断

っ
て

い
な

い
窯

跡

資
料

の

一
部

は
、
地
域

お
い
て
精
度

と
内
容

の
格

差
が
あ
る
が
、

中

村
浩

・
他

編

『
須
恵

器
集

成
図
録
』

一
～
六
巻

雄
山

閣
出
版

一
九
九
五
～

一
九
九
七
年
を
若
干
参
考

に
し

た
。

〈九
州
地
方
〉

神
籠
池
窯
跡

:
木

下
之
治

・
小
田
富
士
雄

[
周
辺

の
遺
跡
遺
物
」
『
帯
隈
山

神
籠

石

と
そ

の

周
辺
』
(
『
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
」
第

一
六

集

佐
賀

県
教

育
委

員
会

)

一
九
六
七
年
。

小

隈
窯
跡

:
平
田
定
幸

「
朝
倉

の
初
期
須
恵
器
窯
跡
」

『廿
木
市
史
資
料
』

考
古

編

一
九

八
四
年
。

佐
藤
正
義

『
小
隈
窯
跡
群
」

1

(
『夜
須

町
文

化
財

調
査
報
告

書
』

第

一
二
集

夜
須
町
教
育
委
員
会
)

一
九
八
八
年
。

山
隈
窯
跡

:
九
州
大
学
考
古
学
研
究
室

「山
隈
窯
跡

群

の
調

査
ー

福
岡

県
朝

倉
郡

三
輪

町

所
在

の
初
期
須
恵
器
窯
跡
群
」

『九

州
考

古
学
」
第
六
五
号

]
九
九
〇
年
。

隈

・
西
小
田
窯
跡
群

:
渡
邊
和

子

澗九

州
地
域

(
1
)

i

隈

・
西
小

田
地

区
遺

跡
群

の
窯

跡
」
『
陶
質
土
器

の
国
際
交

流
』

柏
書
房

一
九

八
九
年
。

新
開
窯
跡

:
小

田
富
士
雄

[須
恵

器
文

化

の
形
成

と

日
韓

交
渉

1
西

日
本

の
初

期
須

恵
器

の
成
立
を

め
ぐ

っ
て
ー
」
『
古
文
化
談
叢
」
第

二
四
集

一
九
九

一
年
。

中
村
勝

向ー
筑
紫

の
古
式
窯
ー
福

岡
県
新
貝
古
窯
跡
群

と
そ
の
資

料
」

『
福
岡

考
古
」
第

]
五
号

一
九
九

一
年
。

重
留
窯
跡

:
横
山
邦

嗣

『重

留
窯
跡
」
1
重
留
古
墳
群

C
1

二
号
墳

・
重

留
古

窯
趾

の
調

査

(
『福

岡
市
埋

蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
」
第

一
七
八
集

福

岡
市
教
育
委
員
会
)

一
九

八
八
年

。

稲

元
日
焼
原
窯

跡

:
伊
崎
俊
秋

・
原
俊

一

『
稲
元
日
焼
原
』

(
『
宗

像
市

文
化

財
調
査

報
告

書
」

第
二
二
集

宗
像
市
教
育
委
員
会
)

一
九
八
九
年
。

牛

頸
窯

跡
群

:
副
島
邦
弘

・
舟
山
良

一
他

『
牛
頸
中
通
り
遺

跡
群

」

(
『
大
野

城
市

文
化
財

調
査
報
告
書
』
第

四
集

大
野
城
市
教
育
委
員
会

一
九
八
〇
年
。

小
田
富
士
雄
他

『
野
添

・
大
浦
窯
跡
群
』
(
『
福
岡

県
文

化
財

調
査

報
告

書
」

第
四
三
集

福
岡
県
教
育
委
員
会
)

一
九
七
〇
年
。

八
女
窯
跡
群

:
小
田
富
士
雄
他

『
中
尾
谷
窯
跡
群
」

(『
八
女
古

窯
跡

群

調
査
報

告
』

H

八
女
市
教
育
委
員
会
)

一
九
七

〇
年
。

裏

ノ
田
窯
跡

:
酒
井
仁
夫

『
九
州
縦
貫
自
動
車
道
関
係

埋
蔵

文
化
財

調
査

報

告
書
」

X

W

福
岡
県
教
育
委
員
会

一
九
七
七
年
。

居
屋
敷
窯
跡

:
副
島
邦
弘
他

『
居
屋
敷
遺

跡
」

(
『
一
般
国

道

5
号
線

椎

田
道
路

関
係
埋

蔵

文
化
財

調
査
報
告
書
」

第
六
集

福
岡
県
教
育
委
員
会
)

]
九
九
六
年
。
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〈
中
国

・
四
国
地
方
〉

戸
瀬
池
窯
跡

:
岡

田
博

「佐
伯

町
矢

田
部

所
在

の
戸
瀬
池

窯
趾

の
出

土
遺

物

に

つ
い

て
」

『
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
報
告
」

一
三

岡
山
県
教
育
委
員
会

一
九
八
三
年
。

木
鍋
山

一
号
窯
跡

:
江
見
正

巳

「木
鍋

山

一
号
窯
」
『
岡
山
県
史
』

一
八

考

古
資

料

一

九
八
六
年
。

奥

ヶ
谷
窯
跡

:
柴

田
英
樹

「奥

ヶ
谷
窯

跡
」
『
中
国
横
断
自
動
車
道
建
設

に
伴
う
発
掘
調
査
』

四

(『
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
報
告
」

一
二

一

岡
山
県
教
委

員

会
)

]

九
九
七
年
。

日
脚

一
号
窯
跡

:
川
原
和
人

・
丹
羽
野
裕

『
日
脚
遺
跡
」

ー

日
脚

住
宅

団
地

予

定
地

内
発

掘
調
査
報
告
書

島
根

県
教
育
委
員
会

一
九
八
五
年
。

深
谷
窯
跡

:
柳
浦
俊

.

「出

雲
地

方

の
須
恵
器
生
産
」
『
山
陰
考
古
学

の
諸
問

題
』

山

本
清

先
生
喜
寿

記
念
論
集

刊
行
会

一
九
八
六
年
。

大
井
窯
跡
群

:
柳
浦
俊

一

「出

雲
地
方

の
須
恵
器
生
産
」
『
山
陰
考
古
学

の
諸

問
題

」

山
本

清
先
生
喜
寿

記
念
論
集

刊
行
会

一
九
八
六
年
。

門
生
窯
跡
群

:
丹

羽
野
裕

「
門
生

黒
谷

-
遺
跡
」
『
島
根
県
教
育
庁
文
化
課

埋
蔵

文
化

財

セ

ン
タ
ー
年
報
」

皿

一
九
九
五
年
。

田
辺
昭
三

『
須
恵
器
大
成
」
角
川
書
店

一
九
八

一
年
。

埴
見
窯
跡

:
亀
井

煕
人

「
鳥
取
県

の
古
代
窯
業
遺
跡
」
『
郷
土
と
科
学
』
第

一
六

巻

一
号

一
九
七

〇
年
。

清
水
真

一
編

『
鳥
取
県
生
産
遺
跡
分
布
調

査
報

告
書

』

鳥
取

県
教

育
委

員

会

一
九

八
四
年
。

七
谷
窯
跡

:
谷
口
恭

子

「
鳥
取
県
東
部
出
土

の
須
恵
器
ー
陶
邑

-
期
を
中
心
と
し

て
ー
」

『水

曜
考

古
」
第

一
二
号

水
曜
考
古
倶
楽
部

一
九
八
七
年
。

三
郎
池
西
岸
窯
跡

:
松
本
敏
三
他

「
三
谷
三
郎
池
西
岸
窯
跡
」
『
香
川
県
埋
蔵

文
化

財
調

査

年
報
』

昭
和
五
八
年
度

香
川
県
教
育
委
員
会

]
九
八
四
年
。

宮
山

一
号
窯
跡

:
松
本
敏
三

「
讃
岐
出
土

の
須
恵
器

宮
山
窯
跡

の
須
恵
器
」

『
瀬

戸
内

歴

史

民
俗
資
料
館
年
報
』
七

一
九
八

二
年
。

黒
藤
窯
跡

:
松
本

敏
三
他

[
香
川
県
古
代
窯
業
遺
跡
分
布
調
査
報
告

1
」
『
瀬

戸
内

歴
史

民

俗

資
料
館
紀
要
」

H

一
九
八
五
年
。

〈近
畿
地
方

〉

那
波
野
丸
山

窯
跡
群

:
森
内
秀
造

「
窯
跡
資
料
」
『
相
生
市
史
」
第
五
巻

一
九
八
九
年
。

金

ヶ
崎
窯

跡

:
山
下
俊
郎
他

『
赤
根
川

・
金

ヶ
崎
窯
跡

』

明
石

市
教
育

委

員
会

]
九

九

〇
年
。

三
田
末

郡
塚
窯

跡
群

:
井

守
徳

男

他

『
青

野
ダ

ム
建

設

に
伴

う
発
掘

調
査
報

告
書

」

一

(
『
兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
書
」
第
五
〇

冊

兵

庫
県

教
育

委
員
会

)

一
九
八

七
年
。

出

合
窯
跡

:
亀
田
修

一

「
神
戸
市
出
合
窯
跡
」

『討
論
会

須
恵
器

の
始

ま
り
を
考

え

る
」

吹
田
市
立
博
物
館

一
九
九

三
年
。

藤
原
学

・
中
村
浩
編

『須
恵
器
集
成

図
録

」

第

二
巻

近
畿

編

H

雄

山
閣

出
版

一
九
九
六
年
。

猫
谷
窯
跡

:
芦
田
茂

『
長
者

ヶ
谷

一
号
墳
」

(
『
西
紀
、
丹

南
町
文

化
財

報
告

』

第

八
集

西
紀
、
丹
南

町
教
育
委
員
会

)

一
九

八
九
年
。
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鬼
神
谷
窯
跡
:
菱
田
哲
郎
他

『鬼
神
谷
窯
跡
発
掘
調
査
報
告
」
(『竹
野
町
文
化
財
調
査
報

告
書
』
第
七
集

竹
野
町
教
育
委
員
会
)

一
九
九
〇
年
。

中
尾
窯
跡
:
菱
田
哲
郎
他

『鬼
神
谷
窯
跡
発
掘
調
査
報
告
」
(『竹
野
町
文
化
財
調
査
報
告

書
」
第
七
集

竹
野
町
教
育
委
員
会
)

一
九
九
〇
年
。

千
里
古
窯
跡
群
:
柳
本
照
男

・
木
下
亘
他

『桜
井
谷
窯
跡
群
ニ
ー

一
七
窯
跡
」
1
府
立
小

路
高
等
学
校
建
設
に
伴
う
調
査
報
告
1

(『豊
中
市
文
化
財
調
査
報
告
」
第
九
集

小
路
窯
跡
遺
跡
調
査
団
)

一
九
八
二
年
。

藤
原
学

・
中
村
浩
編

『須
恵
器
集
成
図
録
」
第
二
巻

近
畿
編
H

雄
山
閣

出
版

一
九
九
六
年
。

陶
邑
古
窯
跡
群
:
田
辺
昭
三

『陶
邑
古
窯
趾
群
』
1

平
安
学
園
考
古
学
ク
ラ
ブ

一
九

六
六
年
。

田
辺
昭
三

『須
恵
器
大
成
」
角
川
書
店

一
九
八

一年
。

岡
戸
哲
紀

・
藤
田
憲
司
他

『陶
邑

・
大
庭
寺
遺
跡
』
W

近
畿
自
動
車
道
松

原
・
す
さ
み
線
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書

(『働
大
阪
府
文
化
財
協
会
発
掘

調
査
報
告
書
』
第
九
〇
輯

㈲
大
阪
府
文
化
財
協
会

・
大
阪
府
教
育
委
員
会
)

一
九
九
五
年
。

沙
羅
谷
窯
跡
:
武
内
雅
人

「和
歌
山
県
に
お
け
る
発
生
期
の
須
恵
器
窯
」
『和
歌
山
県
埋
蔵

文
化
財
情
報
」

一
七

社
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
研
究
会

一
九
八
五
年
。

藤
原
学

・
中
村
浩
編

『須
恵
器
集
成
図
録
」
第
二
巻

近
畿
編
H

雄
山
閣

出
版

一
九
九
六
年
。

園
部
窯
跡
群
:
丸
川
義
広

「口
丹
波
に
お
け
る
須
恵
器
生
産
の
開
始
」
『盾
列
」
創
刊
号

奈
良
大
学
考
古
学

研
究
会

一
九
七
五
年
。

山

田
邦
和

「
丹
波

の
須
恵
器
生
産
覚
書
ー
京
都
府

園
部
窯
趾
群

の
再

検
討

i
」

「考
古
学

と
地
域
文

化
」

同
志
社
大
学
考

古
学

シ
リ
ー
ズ
皿

一
九

八
七
年
。

泉
窯
跡

:
林
純

「近
江

に
お
け
る
古
墳

時
代
須
恵
器
生
産

の
特
質
」

『滋
賀
考

古
」

第

六
号

一
九
九

一
年
。

畑
中
英

二

「滋
賀

県
甲
賀

郡
水
口
町
泉
古
窯
採
集
遺
物

の
検
討
」

『
滋
賀

文
化

財
だ

よ
り
』

二

一
六
～

二

一
八

一
九
九
五
年
。

鏡
山
窯
跡
群

:
林
純

圃近
江

に
お
け
る
古
墳
時

代
須
恵

器
生
産

の
特
質
」
『
滋

賀
考

古
」

第

六
号

一
九
九

一
年
。

〈東
海
地
方
〉

久
居
窯
跡
群

:
小
玉
道
明

・
山

沢
義
貴

『
久
居
古
窯
趾
群

発
掘

調
査

報
告

』

二
号

窯
、

四

号
窯

久
居
古
窯
趾
群
発
掘

調
査
団

一
九
六

八
年
。

藤
谷
窯
跡

:
吉
村
利
男

・
萱
室
康
光

「
三
重
県
津
市
藤

谷
の
埴
輪
窯
跡
」
『
日
本

考
古

学
協

会
昭
和
五

三
年
度
大
会
発
表

要
旨
』

一
九
七

八
年
。

岡

田
登

「
三
重
県
津
市
発

見

の
埴
輪
窯

に

つ
い
て
1
藤

方

の
賛
十

師
部

と

の

関
連
を

め
ぐ

っ
て
ー
」

『皇

学
館

論
集
」

一
五
ー

二

一
九
八

二
年
。

内
多
窯
跡
群

:
浅
生
悦
生

・
田
中
秀
和

「
考
古
編
」

『安
濃

町
史
」
資
料
編

一
九
九

四
年
。

徳
居
窯
跡

:
藤
原
学

・
中
村
浩
編

『須

恵
器
集
成
図
録

」

第

二
巻

近
畿

編

H

雄

山
閣

出
版

]
九
九
六
年
。

稲
生
窯
跡

:
小
玉
道
明

「
三
重
県
鈴
鹿

市
稲
生
山
古
窯
趾
群
発
掘
調
査
報
告
」

「
三
重

県
埋

蔵
文
化
財

セ

ン
タ
ー
研
究
紀

要
」
第

五
号

一
九
九
六
年
。
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小
杉
大
谷
窯
跡
:
小
玉
道
明
他

『小
杉
大
谷
窯
趾
」
(『四
日
市
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
」

九

四
日
市
市
教
育
委
員
会
)

一
九
七
四
年
。

東
山
窯
跡
群
:
齋
藤
孝
正

「猿
投
窯
成
立
期
の
様
相
」
『名
古
屋
大
学
文
学
部
論
集
」
L
X

X
X
W

史
学
二
九

一
九
八
三
年
。

荒
木
実

『東
山
古
窯
趾
群
』

]
九
九
四
年
。

下
原
窯
跡
群
:
楢
崎
彰

一
他

『愛
知
県
古
窯
跡
群
分
布
調
査
報
告
』
皿

愛
知
県
教
育
委

員
会

一
九
八
三
年
。

城
山
窯
跡
群
:
七
原
恵
史
他

『尾
張
旭
市
の
古
窯
」
尾
張
旭
市
教
育
委
員
会

一
九
七
八

年
。

卓
ヶ
洞
窯
跡
群
:
七
原
恵
史
他

『尾
張
旭
市
の
古
窯
」
尾
張
旭
市
教
育
委
員
会

一
九
七

八
年
。

前
山
窯
跡
:
杉
崎
章
他

『常
滑
市
史
』
文
化
財
編

常
滑
市
役
所

一
九
八
三
年
。

上
向
イ
田
窯
跡
群
:
森
鋼

一
他

『愛
知
県
豊
田
市
来
姓
遺
跡
群

・
上
向
イ
田
窯
趾
群
」
猿

投
町
誌
編
集
委
員
会

一
九
六
九
年
。

水
神
窯
跡
:
賛
元
洋

・
小
林
久
彦
他

『水
神
古
窯
」
(
『豊
橋
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報

告
書
』
第
七
集

豊
橋
市
教
育
委
員
会

一
九
八
七
年
)。

湖
西
窯
跡
群
:
後
藤
建

一
・
高
橋

一
敏

『西
笠
子
第
六
四
号
窯
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
湖

西
市
教
育
委
員
会

一
九
八
七
年
。

有
玉
窯
跡
:
後
藤
建

一
・
高
橋

一
敏

『西
笠
子
第
六
四
号
窯
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
湖
西

市
教
育
委
員
会

一
九
八
七
年
。

安
久
路
窯
跡
:
佐
口
節
司

『安
久
路
古
窯
発
掘
調
査
報
告
書
」
磐
田
市
教
育
委
員
会

一

九
八
七
年
。

衛
門
坂

窯
跡

:
永
井
義
博

「
衛
門
坂
窯
跡
出
土

の
須
恵
質
埴
輪

に

つ
い
て
」

「古
代
学
研
究
』

一
一
九

一
九
八
九
年
。
『
衛
門
坂
古
窯
跡
』
袋
井
市
教
育
委
員
会

一
九
八
九
年
。

〈
北
陸
地
方
〉

興
道
寺
窯
跡

:
入
江
文
敏

・
森
川
昌
和

「
興
道
寺
窯
跡

の
試
掘

調
査
」

『重

要
遺

跡
緊

急
確

認
調
査
報
告
』

H

福
井
県
教
育
委
員
会

一
九
七
九
年
。

鎌
谷
窯
跡

:
久
保
智
康

「
越
前

・
若
狭

に
お
け
る
在
地
窯

の
出

現
」
『
北
陸
古
代
土
器
研
究
」

創
刊
号

一
九
九

]
年
。

小
松
窯
跡
群

:
望
月
精
司
他

『
ニ

ッ
梨
東

山
古
窯

跡

・
矢

田
野

向
山
古

窯
跡

」

小
松

市
教

育
委
員
会

一
九
九
〇
年
。

木
立
雅
朗

「加
賀

・
能
登

に
お
け
る
在
地
窯

の
出
現
」
『
北
陸
古

代
土
器
研
究
」

創
刊
号

一
九
九

一
年
。

羽
咋
窯
跡
群

:
福
島
正
実
他

『柳

田
タ

ン
ワ
リ

一
号
窯
跡

」

石
川

県
立

埋
蔵

文
化

財

セ

ン

タ
ー

一
九
八

二
年
。

鳥
屋
窯
跡
群

:
浜
岡
賢
太
郎
他

『
能
登
鳥
屋
窯
支
群

の
調
査

(
第

一
次
)
」
(
『
鳥
屋

町
文

化

財
報
告
』
第

一
集

鳥

屋
町
文
化
財
保
護
協
会

一
九
六
五
年
。

園

カ

ン
デ
窯
跡

:
西
井
龍
儀

他

「
氷
見
市
園
カ

ン
デ
窯
跡
」
『
大
鏡
』
第

一
二
号

一
九

八

八
年
。

西
井
龍
儀

「
越
中

に
お
け
る
在
地
窯

の
出
現
」
『
北
陸
古
代
土
器

研
究
」

創

刊

号

一
九
九

一
年
。

松

ノ
山
窯
跡

:
笹

沢
浩

・
原
田
勝
美

「
長
野
県
下
出
土

の
須

恵
器

」

上

・
下

「
信
濃
』
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第
二
六
巻
九

・
一
一
号

一
九
七

四
年
。

〈
関
東

・
東
北
地
方
〉

桜
山
窯
跡
群

:
水
村
孝
行
他

『
桜
山
窯
跡
群
』

(
『
㈲
埼

玉
県

埋
蔵

文

化
財

調
査

事
業

団
報

告
書
」
第
七
集

鮒
埼
E
県
埋
蔵
文

化
財
調
査
事
業
団
)

一
九
八

二
年
)
。

泉
崎

窯
跡

:
目
黒
吉
明

「
古
式
須
恵
器
」

『文
化

福
島
」
第

一
〇
八
号

福

島
県

文
化

セ

ン

タ

ー

一
九
八
〇
年
。

石
本
弘

「
福
島
県

の
古
式
須
恵

器
」
『
第
八
回
三
県

シ
ン
ポ
ジ

ュ
ウ

ム

東
国

に
お
け
る
古
式
須
恵
器
を
あ

ぐ
る
諸

問
題
」

第

二
分

冊
-
各

県

の
動

向
1

北

武
蔵
占
代
文
化
研
究
会

・
群
馬

県
考
占

学
研
究

所

・
千

曲

川
水
系

古

代
文

化
研

究
所

.
九
八
七
年
。

大
蓮
寺
窯
跡

:
渡
邊
泰
伸
他

『
陸
奥
国
官
窯
跡

群
」
H

(
『
古
窯
跡
研
究
会
研

究
報

告
」

第

四
冊

古
窯
跡
研
究
会
)

一
九

ヒ
六
年
。

金
山
窯
跡

:
齋
藤
秀
寿

[
仙
台
市
金
山
窯

跡
出

十

の
占
式
須
恵
器
」

(『
陸
奥

国
官

窯
跡

群
」

W

『
占
窯
跡
研
究
会
研
究
報
告
」

第
六
冊

古
窯
跡
研
究
会
)

一
九

八

一
年
。
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〔追
記
〕

本
稿
校
正
中

に
、

M
T

一
五
型
式

に
該
当

す
る
資
料

で
あ

る
が
、

次

の
窯

跡

の
欠

落

に

気
づ

い
た
。
採
集
資
料

で
は
あ

る
が
、

伊
賀
地

域

で
は
現

在

の
と

こ

ろ
最
占

に
属

し
、

伊

勢
地
方

の
窯
跡
を
考
え

る
上

で
も
貴
重

な
た
あ
、
記
し

て
お
く

こ
と

に
す

る
。

ニ

ツ
峠
窯
跡

(三
重
県
上
野
市
依

那
具
所
在
)

日
山
本

雅
靖

一
伊
賀

ニ

ツ
峠

古
窯

趾

の

遺
物
」
『
人
阪
文
化
誌
」
第

一
八
号

.
九
八
五
年
。


